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本
年
３
月
26
日
付
け
で
鉄
道
・
運
輸
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
の
理
事

長
を
拝
命
し
ま
し
た
河
内
隆
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
て
は
、
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
の
工

期
遅
延
、事
業
費
増
嵩
と
い
う
一
連
の
事
態
を
招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

多
く
の
批
判
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
新
幹
線
は
、
長
年
に
わ
た

り
そ
の
整
備
を
切
望
し
て
い
た
地
域
の
方
の
熱
い
思
い
や
、
無
数
の

方
々
の
尽
力
の
う
え
に
初
め
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
し
、
再
び
Ｊ
Ｒ

Ｔ
Ｔ
を
地
域
の
皆
様
の
思
い
を
託
さ
れ
る
組
織
と
す
る
こ
と
が
私
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
改
め
て
自
ら
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
の
役
割
は
、

鉄
道
・
海
運
を
中
心
と
し
た
安
全
で
安
心
な
環
境
に
や
さ
し
い
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
実
に
整
備
す
る
こ
と
で
す
。
明
日
を
担
う
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
通
じ
て
、
日
本
の
地
域
を
つ
な
ぎ
、
人
々
の

暮
ら
し
に
活
力
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
重
要
な
貢
献
を
国
民
の
皆
様
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
課
題
を
克
服
し
て
改
革
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
効
果
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
25
日
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の
「
北
陸
新
幹
線
の
工
程
・
事

業
費
管
理
に
関
す
る
検
証
委
員
会
」（
検
証
委
員
会
）
の
報
告
書
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
検
証
委
員
会
で
は
、今
回
の
一
連
の
事
態
に
つ
い
て
、

整
備
新
幹
線
の
構
造
的
な
課
題
や
そ
の
対
応
の
方
向
性
に
つ
い
て
指

摘
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
自
ら
が
改
善
に
取
り
組

む
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
も
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
と
し
ま
し
て
も
、
７
月
30
日
に
、
地

域
密
着
型
の
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
あ
り
方
を
根
本
か

ら
見
直
す
、
業
務
改
善
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
「
鉄
道
・
運
輸
機

構
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、「
変
化
へ
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
」、「
総

合
力
・
専
門
性
の
強
化
」、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
責
任
）
の

向
上
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
組
織
体
制
の
見
直
し
や
入
札
契
約
制

度
の
改
善
、
対
外
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
等
の
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
策
定
自
体
は
、
改
革
の
ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ン
を
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
し
な
い
よ
う
、
そ
の
着
実
な
推
進

を
図
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
を
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
社
会
に
一
層
貢

献
し
続
け
る
組
織
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鉄
道
や
内
航
海
運
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い

る
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇs
の
理
念
に
沿
っ
た
事
業
活

動
で
す
。

　
７
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
理
念
に
基
づ
き
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
一
層
の
削
減
を
進
め
る
た
め
の
有
効
な
対
応
方

策
の
一つ
と
し
て
バ
イ
オ
燃
料
の
さ
ら
な
る
利
用
の
可
能
性
を
探
る
た

め
、
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
と
包
括
連
携
に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。
果
た
す
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
の
姿
に
と
ら
わ
れ
ず
、
未
来
志
向
で
「
変
え
る
べ
き

も
の
」
は
大
胆
か
つ
柔
軟
に
変
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
が
、
そ
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
活
き
活
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巻頭言
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就任のご挨拶
鉄道・運輸機構　理事長 　河内　隆

写真提供：PIXTA



3  鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer  

もくじ

沿線と電車の
魅力を

ご紹介します。

10

14

20

24

31

地域鉄道を訪ねて（岳南電車）

WORKING REPORT（共有船建造レポート番外編）

＊ CLOSE UP
北陸新幹線建設局渉外部をご紹介します。
＊WORKING REPORT
共有船建造レポート番外編
～水面下に注目！～
共有船舶建造支援部　技術支援課

＊地域鉄道を訪ねて
岳南電車【静岡県】
＊JRTT TOPICS
01  「鉄道・運輸機構改革プラン」を策定……………………24

02  JR二島貨物会社の支援に係る改正法について…………25

03  令和 2 年度における鉄道建設技術に対する受賞 ………27

04  第 22 回「鉄道のある風景写真コンテスト」作品募集 ……30

＊私のイチ押し、すてきな列車　斉藤雪乃／編集後記

2

4

＊巻頭言　

就任のご挨拶  鉄道・運輸機構  理事長　河内　隆

＊特集  相鉄・JR 直通線のその後
漫画家・やすこーんの、ぶらり沿線歩き
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夏季号鉄道・運輸機構だより

表紙の写真：令和 2 年度土
木学会賞を受賞した当機構
の鉄道建設技術。上から技
術賞（Ⅰグループ）を受賞した

「場所打ちライニングとセグ
メントを随時切替可能な覆工
切替式シールド機による経済
的なトンネル施工の実現―
神奈川東部方面線、羽沢ト
ンネル―」、技術賞（Ⅰグルー
プ）を受賞した「巨礫を含む
地質に適用するパイプルー
フ工法の開発―九州新幹線、
諫早トンネル―」、技術賞（Ⅱ
グループ）を受賞した「複
数事業の連携による公共交
通主体型まちづくりの推進―
富山駅における路面電車南
北接続―」。27 ～ 28 ページ

「JRTT TOPICS 03」を参照。
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特
集

﹁
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
﹂
の
開
通
で
、

こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
内
だ
け
を
走
っ
て
い
た

相
模
鉄
道︵
相
鉄
︶が
、

つ
い
に
東
京
の
渋
谷
や
新
宿
に
乗
り
入
れ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
魅
力
あ
る
沿
線
エ
リ
ア
を
創
出
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

鉄
道
大
好
き
・
や
す
こ
ー
ん
が
、

文
と
絵
で
電
車
と
沿
線
の
魅
力
を
案
内
し
ま
す
。

漫画家・やすこーんの、
ぶらり沿線歩き  

 文と絵：やすこーん　 写真：米屋こうじ

相鉄・JR直通線のその後

羽沢横浜国大駅の外観。駅前では商業施設などの工事が行われている（写真右上）

1 日乗車券を購入

改札口を通過。
この先のコン
コースは広々
としている

　

令
和
元
年
11
月
30
日
、
私
は
開
業
し
た

ば
か
り
の
羽
沢
横
浜
国
大
駅
に
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
が
つ
い
に
開

通
し
た
の
で
す
。
羽
沢
横
浜
国
大
駅
に
は

午
後
に
到
着
し
た
の
で
す
が
、
既
に
硬
券
の

記
念
切
符
は
売
り
切
れ
て
、
日
付
が
入
る

通
常
の
き
っ
ぷ
売
り
場
も
長
蛇
の
列
。
そ
ち

ら
は
あ
き
ら
め
、
比
較
的
列
の
短
か
っ
た
開

業
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
す
列
に
並
び
ま
し

た
。
新
線・新
駅
の
開
業
に
う
れ
し
く
な
り
、

い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
に
来
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
多
く
の
人
た
ち
で
駅

全
体
が
祝
福
ム
ー
ド
に
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま

し
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構（
J
R
T
T
）が
整
備

し
た
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
相
鉄
本
線

西
谷
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
の
横
浜

特
集

やすこーん● 漫画家 / 文筆家
乗り鉄歴 13 年。小学館の児童誌で
デビュー以来、子どもから大人まで
ファン層は広い。漫画以外にも紀行
文やコラムを WEB 媒体などで連載。
著作に『GOGO ♪たまごっち！』シ
リーズ、『おんな鉄道ひとり旅』、『メ
シ鉄 !!!』、鉄道ミステリー小説『のぞみ、
出発進行 !!』など。今年 YouTube
チャンネル「おんな鉄道ひとり旅」も
開始した。9 月に新著『やすこーん
の鉄道入門　イラストでわかる鉄道
のイロハ』が出る予定。最新情報は
Twitter で→ @yascorn

二
俣
川
・
新
宿
間
で

約
15
分
の
短
縮
を
実
現

※周囲に人がいない撮影時のみ、マスクをはずして
いただきました。
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ホームから改札階へのエスカレーター

羽沢横浜国大駅に入線する 12000 系車両。中央の 2 本のレールは、令和４年度下期に開通予定の相鉄・東急直通線で使用される

きた、きた！
ヨコハマ

ネイビーブルーの
12000系

駅係員の制服もデザインし直した

　

同
法
は
都
市
鉄
道
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を

有
効
活
用
し
、「
速
達
性
の
向
上
」
お
よ
び

「
駅
施
設
の
利
用
円
滑
化
」
を
対
象
と
し
た

新
た
な
鉄
道
整
備
手
法
を
定
め
た
も
の
で

す
。
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
平
成
18
年
11

月
に
認
定
が
な
さ
れ
て
か
ら
、
13
年
の
歳

月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
整
備
主
体
と
営
業
主
体

を
分
離
す
る
、
上
下
分
離
方
式
を
採
用
し

て
い
る
た
め
、
整
備
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ

が
鉄
道
施
設
を
保
有
し
、
営
業
主
体
で
あ

る
鉄
道
事
業
者
が
使
用
料
を
支
払
い
使
用

す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

車
両
に
つ
い
て
は
、
各
鉄
道
事
業
者
が
保
有

し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
今
後
の
鉄
道

整
備
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
周
辺
の
開
発
が
進
む
羽
沢
横
浜
国
大
駅

　

取
材
当
日
、
私
は
再
び
新
宿
駅
か
ら
の

直
通
電
車
で
羽
沢
横
浜
国
大
駅
に
向
か
い

ま
し
た
。
開
業
日
の
新
宿
駅
ホ
ー
ム
で
は
、

羽
沢
駅
付
近
ま
で
の
約
2
・
１
㎞
の
連
絡

線
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
横
浜
市
西
部
お
よ

び
神
奈
川
県
央
部
と
東
京
都
心
部
が
直
結

す
る
こ
と
に
な
り
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
相
鉄
本
線
・
二
俣
川
駅
か
ら
新

宿
駅
に
行
く
場
合
、
そ
れ
ま
で
は
横
浜
駅

で
乗
り
換
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
直
通
線

を
利
用
す
れ
ば
最
速
約
44
分
で
到
着
、
15

分
程
度
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
相
鉄
本
線
・
さ
が
み
野
駅
か
ら
新
宿

駅
に
行
く
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
大
和
駅
で

の
小
田
急
江
ノ
島
線
乗
り
換
え
に
加
え
て
、

新
た
な
選
択
肢
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
鉄
道
整
備
法
の
第
１
号

　

工
事
は
、
乗
り
換
え
解
消
な
ど
に
よ
る

鉄
道
の
利
便
性
向
上
を
、
国
の
政
策
と
し

て
進
め
る
た
め
に
平
成
17
年
に
公
布
さ
れ

た
法
律
「
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
」
に

お
け
る
速
達
性
向
上
事
業
の
適
用
第
1
号

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
鉄
道
整
備
法
の
第
１
号
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Ｒ
直
通
線
の
開
業
以
来
、
新
宿
方
面
に
乗

り
入
れ
て
い
ま
す
。
色
は
横
浜
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
光
沢
の
あ
る
「
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ
ビ
ー

ブ
ル
ー
」。
先
ほ
ど
私
が
ピ
カ
ピ
カ
と
形
容

し
た
車
両
で
す
。
こ
ち
ら
は
９
０
０
０
系
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
車
両
と
同
様
の
内
外
装
に
最
新

技
術
を
導
入
し
た
ほ
か
、
前
方
監
視
カ
メ

ラ
と
車
内
防
犯
カ
メ
ラ
を
初
め
て
採
用
。
２

０
１
９
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
内
装
は
明
る
い
グ
レ
ー
の
シ
ー
ト
に
、
強

化
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
た
座
席
端
部
の
仕
切

り
板
、
貫
通
部
の
扉
や
荷
台
な
ど
、
開
放

感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
つ
り
革
も
握
り
や
す

さ
を
追
求
し
た
楕
円
形
。
外
装
・
内
装
と
も

に
、
高
級
感
を
感
じ
ま
す
。
乗
車
し
た
時
は

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
と
照
明
が

昼
と
夜
で
変
化
す
る
の
で
す
。
基
本
的
に
18

時
頃
に
照
度
が
切
り
変
わ
り
、昼
間
は
白
色
、

夜
は
暖
色
の
調
光
・
調
色
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
暖
色
灯
は
、
仕
事
で
疲
れ

て
帰
る
お
客
様
か
ら
「
癒
や
さ
れ
る
」
と
評

判
が
良
い
そ
う
で
す
。

相
鉄
線
の
直
通
車
両
が
入
っ
て
く
る
と
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
人
が
大
勢
い
ま
し

た
が
、
今
で
も
新
宿
駅
に
濃
紺
で
ピ
カ
ピ
カ

の
車
両
が
停
ま
っ
て
い
る
と
、
写
真
を
撮
る

人
の
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
羽
沢
横
浜
国
大
駅
は
ダ
ー

ク
グ
レ
ー
の
外
観
を
基
調
に
、
レ
ン
ガ
の
内

装
、
天
井
は
高
く
、
相
変
わ
ら
ず
き
れ
い

で
す
。
そ
の
佇
ま
い
か
ら
、
結
婚
写
真
撮

影
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
駅
舎
は
鉄
・
レ
ン
ガ
・
ガ
ラ
ス
を

使
用
し
、
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
し
て
は
、
後
述
し
ま
す
。

見やすい LCD 式車内案内表示器と防
犯カメラ

立ち座りが楽なユニバーサルデザイ
ンシート。強化ガラスを採用した仕
切り板は開放的だ

上品なスタイルに思わず私もパチリ！

羽沢横浜国大駅から新宿駅まで、平
日は 1 時間に 2 ～ 4 本運行される。
12000 系に乗り込み、いざ出発

明るい車内は
落ち着いた
雰囲気です

　

駅
名
は
そ
の
名
の
と
お
り
駅
周
辺
に
立

地
す
る
横
浜
国
立
大
学
や
周
辺
に
お
住
ま

い
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
検
討
を

重
ね
、
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
道
貨
物

線
の
横
浜
羽
沢
駅
と
隣
接
し
て
お
り
、
駅

を
出
て
北
側
に
あ
る
跨
線
橋
を
上
る
と
、
た

く
さ
ん
の
車
両
が
停
車
し
て
い
る
の
が
見

え
ま
す
。
ま
た
、
駅
の
南
側
で
は
令
和
4

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
、
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
西
谷
駅
方
面
に
向
か
い
ま
す
。

1
日
乗
車
券
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
大
人
は

７
４
０
円
で
相
鉄
線
全
線
乗
り
降
り
自
由

な
の
で
大
変
お
得
で
す
。
ち
な
み
に
羽
沢
横

浜
国
大
駅
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
相
鉄
線
が
切

り
替
わ
る
の
で
、
運
転
士
も
交
代
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き
た
の
は
１
２
０
０
０

系
車
両
。
１
２
０
０
０
系
は
平
成
31
年
4

月
に
登
場
し
た
新
型
車
両
で
、
相
鉄
・
Ｊ

　
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
の

　
１
２
０
０
０
系
に
乗
車

　
１
２
０
０
０
系
に
乗
車

　
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
の
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1
2

の
デ
ザ
イ
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の
制
服
ま
で
空
間

全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
直
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
相
鉄
グ
ル
ー

プ
創
立
か
ら
１
０
０
年
を
経
て
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、「
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年

を
礎
に
、こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
創
る
。

T
hinking of the next century.

」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
自
社
の
認
知
度
と
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
目
的
に
計
画
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
相
鉄
線
沿

線
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
さ
れ
、

市
街
地
の
多
く
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
相
鉄
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

と
も
に
、
若
年
層
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
し
た
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始

ま
り
で
し
た
。

　
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
車
両
の
色
。
一
般

的
に
は
シ
ル
バ
ー
の
車
体
に
ラ
イ
ン
カ
ラ
ー

と
い
う
鉄
道
会
社
が
多
い
中
、
全
体
を
一
色

に
統
一
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
相
鉄
グ
ル
ー
プ
の
本
社
が
あ
る

横
浜
の
歴
史
な
ど
も
踏
ま
え
、「
横
浜
の
海

＝
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
」と
イ
メ
ー
ジ
が
決
定
。

羽沢横浜国大駅を
出るとすぐに西谷
トンネルに入る

ゆったりした一般席。つり革も握り

やすさを追求した楕円型

特集：相鉄・JR直通線のその後　漫画家・やすこーんの、ぶらり沿線歩き  

2019年度  グッドデザイン賞2018年度  グッドデザイン賞
2019年  ローレル賞

　
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
シ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
は
高
齢
の
方
や

妊
娠
中
の
方
な
ど
の
立
ち
座
り
を
容
易
に

す
る
た
め
、
座
席
の
高
さ
を
通
常
よ
り
少

し
高
く
し
、
座
面
を
浅
く
し
た
シ
ー
ト
。
こ

の
シ
ー
ト
は
中
間
車
両
の
端
部
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
優
先
席
と
一
般
席
で
分
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
車
両
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
や

車
椅
子
用
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
体
と
な
っ
た

　
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
こ
で
気
付
い
た
の
が
、
新
型
車
両
も
新

駅
も
ひ
と
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
鉄
で

は
、
都
心
乗
り
入
れ
を
見
据
え
て
平
成
25

年
度
に
「
相
鉄
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

熊
本
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
水
野
学
氏
を
起

用
し
、
車
両
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
駅

　
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
一
体
と
な
っ
た

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
が
「
安
全
、
安
心
、

エ
レ
ガ
ン
ト
」
で
も
あ
っ
た
た
め
、
上
品
な

「
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
」
の
車
両
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
こ
の
車
両
を
見
た
時
、
赤
茶
色
の

「
マ
ル
ー
ン
色
」
が
特
徴
的
で
人
気
の
阪
急

電
鉄
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
相
鉄
の
車
両

担
当
の
方
も
、
や
は
り
阪
急
電
鉄
に
注
目

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、「
西
の
阪
急
、
東
の

相
鉄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
認
知
度
を
上
げ
た

い
」
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ヨ
コ
ハ
マ

ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
は
新
造
す
る
鉄
道
車
両

は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
保
有
す
る
鉄
道

車
両
に
つ
い
て
も
順
次
塗
装
変
更
を
し
、
令

和
4
年
度
下
半
期
に
は
全
車
両
の
う
ち
8

割
程
度
を
こ
の
色
に
統
一
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
都
市
部
で
初
め
て

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」
工
法
を
採
用

　

羽
沢
横
浜
国
大
駅
か
ら
長
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
て
、
西
谷
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
羽

沢
横
浜
国
大
駅
の
地
下
駅
か
ら
西
谷
駅
付

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」
工
法
を
採
用

　
都
市
部
で
初
め
て



鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer  8

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
「
グ
レ
ー
シ
ア
タ
ワ
ー

二
俣
川
」
に
は
４
２
１
所
帯
が
入
居
し
て
い

ま
す
。

　
ジ
ョ
イ
ナ
ス
テ
ラ
ス
二
俣
川
は
駅
改
札
直

結
な
の
で
、
雨
で
も
濡
れ
ず
に
買
い
物
が
で

き
ま
す
。
木
や
石
な
ど
の
自
然
素
材
や
色

合
い
で
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
て
い
て
、
開
放

的
な
造
り
。
銀
行
や
郵
便
局
も
併
設
さ
れ
、

食
料
品
フ
ロ
ア
に
は
専
門
店
の
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
「
そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
」
も
入
っ
て
い

て
便
利
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も
神
奈
川
由
来

の
店
舗
が
多
く
、私
が
ひ
い
き
に
し
て
い
る
、

相
鉄
線
横
浜
駅
構
内
の
立
ち
食
い
う
ど
ん

屋
さ
ん「
星
の
う
ど
ん
」が
店
舗
と
し
て
入
っ

て
い
る
の
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
改
札
を
出
て
右
側
に
は
、「SO

TETSU
 

G
O

O
D

S STO
RE

」
も
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
に
は
大
人
気
の
相
模
鉄
道
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
そ
う
に
ゃ
ん
」
の
グ
ッ
ズ
や
、
相
鉄

車
両
の
文
具
や
鉄
道
模
型
な
ど
、
鉄
心
を

く
す
ぐ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
二
俣
川
駅
の
南
側
に
は
こ
ど
も
自
然

公
園
、
北
側
に
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な

二俣川は
活気があふれた
まちでした

ジョイナステラス二俣川は二俣川駅と直結している

多彩なレストランで食事を楽しめる

二俣川駅の外観。後方にタワーマン
ションが見える

SOTETSU GOODS STOREでは、各
種相鉄オリジナルグッズを購入できる

たくさんの
「そうにゃん」が
迎えてくれます

近
ま
で
続
く
西
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
相
鉄
・
Ｊ

Ｒ
直
通
線
2
・
１
㎞
の
う
ち
の
大
半
を
占
め

る
1
・
4
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
こ
の
ト
ン

ネ
ル
で
は
都
市
部
で
初
め
て
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」

と
い
う
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
は
巨
大
な
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
っ
て
掘

削
を
行
う
工
法
の
一
つ
。
地
盤
を
安
全
に
掘

削
す
る
と
同
時
に
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
後

方
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
ト
ン
ネ

ル
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル

で
使
用
し
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
、
相
鉄
・

東
急
直
通
線
の
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
刻
々
と
変
わ
る
沿
線
の
姿

　

西
谷
駅
を
出
た
相
鉄
線
は
、
二
俣
川
駅

で
海
老
名
が
終
着
駅
の
相
鉄
本
線
と
湘
南

台
が
終
着
駅
の
相
鉄
い
ず
み
野
線
に
分
か

れ
ま
す
。
二
俣
川
駅
周
辺
は
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ

直
通
線
の
開
業
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
開
発
が

進
ん
だ
地
域
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
平
成
30

年
に
は
大
型
商
業
施
設
の
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
テ

ラ
ス
二
俣
川
」
が
開
業
、
地
上
29
階
建
て
の

　
刻
々
と
変
わ
る
沿
線
の
姿

ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
往
来
も
多
く
、

今
後
も
ま
す
ま
す
街
が
活
性
化
し
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
い
ず
み
野
線
に
乗
っ
て
緑
園
都
市
駅
に

到
着
。
駅
は
黄
色
い
展
望
台
が
特
徴
的
な

か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
関
東
の
駅
１

０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
上
り
下
り

の
ホ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
庭
園
展
望
台
が
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
街
全
体
が
緑
に
あ
ふ
れ
、
東
口
か
ら

は
約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
木
々
が
続
く
歩
行
者

専
用
道
路
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
く
関
東
の
駅
１
０
０
選
に
選
ば
れ

た
、
ゆ
め
が
丘
駅
は
、
駅
全
体
が
ド
ー
ム
の

よ
う
な
形
状
の
屋
根
で
覆
わ
れ
た
斬
新
な

造
り
。
駅
前
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
大

規
模
集
客
施
設
の
開
発
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
だ
わ
り
の
飲
食
店
の
誘
致
で

　
魅
力
ア
ッ
プ

　
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ハ
ー
ド

面
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
食
店
を

充
実
さ
せ
、
沿
線
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
は
か
ろ

　
魅
力
ア
ッ
プ

　
こ
だ
わ
り
の
飲
食
店
の
誘
致
で
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特
集 北陸新幹線のその後

う
と
い
う
の
が
、「
相
鉄
沿
線
名
店
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
は
相
鉄
線
沿
線
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
平
成
25

年
か
ら
本
格
的
に
検
討
・
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
で
、「
地
産
地
消
」
や
「
こ
だ
わ
り
」

を
持
つ
地
域
に
根
ざ
し
た
名
店
や
今
ま
で

沿
線
に
な
か
っ
た
名
店
を
誘
致
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ど
の
お
店
も
駅
か
ら
す
ぐ

の
好
立
地
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で

相
鉄
沿
線
名
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
2
号
店
、

緑
園
都
市
駅
の
酒
と
板
そ
ば
「
と
も
し
び
」

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
唎き

き
ざ
け
し

酒
師
の
資
格
を
持
つ
店
長

が
セ
レ
ク
ト
し
た
日
本
酒
、
焼
酎
、
国
産
ワ

イ
ン
な
ど
と
、 

看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
板
そ

ば
、
季
節
の
地
元
食
材
を
使
用
し
た
酒
の

肴
な
ど
を
提
供
す
る
和
食
店
。
お
酒
は
め

ず
ら
し
い
も
の
も
か
な
り
取
り
揃
え
て
あ
り

ま
し
た
。
食
事
や
家
に
帰
る
前
の
ち
ょ
い
呑

み
で
も
重
宝
す
る
お
店
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
の

田
中
さ
ん
に
出
店
時
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

「
も
と
も
と
本
店
は
関
内
に
あ
っ
て
、
相
鉄

の
方
が
よ
く
お
客
様
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
際
、
相
鉄
沿
線
名
店

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
を
伺
い
ま
し
た
。
た

だ
、緑
園
都
市
に
な
じ
み
が
な
か
っ
た
の
で
、

実
際
に
来
て
街
を
歩
き
ま
わ
っ
て
、
こ
こ
な

ら
大
丈
夫
と
確
認
し
ま
し
た
。
高
架
下
だ

と
列
車
の
音
が
う
る
さ
い
の
で
は
？
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
静
か
で
し
た
。
ラ

ン
チ
は
近
郊
に
お
住
ま
い
の
親
子
連
れ
の

方
、
夜
は
会
社
帰
り
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」

　

高
架
下
の
た
め
柱
が
店
内
中
央
に
存
在

し
ま
す
が
、
柱
面
に
は
緑
園
都
市
の
歴
史

を
記
し
た
資
料
や
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な

ど
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
て
の
相
鉄
線
沿

線
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
建
設
が
進
む
「
相
鉄
・
東
急
直
通
線
」

　
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に
続
い
て
、
現
在
、

令
和
4
年
度
下
期
の
開
通
を
目
指
し
、
Ｊ

Ｒ
Ｔ
Ｔ
に
よ
り
相
鉄
・
東
急
直
通
線
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
鉄
・
東
急
直

通
線
は
羽
沢
横
浜
国
大
駅
～
東
急
東
横
線
・

目
黒
線
日
吉
駅
間
に
約
10
㎞
の
連
絡
線
を

新
設
し
、
こ
の
連
絡
線
を
利
用
し
て
相
互

直
通
運
転
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
横
浜

駅
（
仮
称
）
は
、
Ｊ
Ｒ
お
よ
び
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
と
の
乗
り
換
え
の
利
便
性
を
考
え
、
地

下
4
階
に
ホ
ー
ム
、
地
下
1
階
に
改
札
を

設
置
し
て
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
コ
ン
コ
ー
ス
と

接
続
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
新

線
に
は
、
２
０
０
０
０
系
車
両
が
使
用
さ
れ

ま
す
。
新
型
車
両
２
１
０
０
０
系
も
今
年

度
中
に
お
目
見
え
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
相
鉄
線
は
、
広
域
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
が
増
し
、
時
間
短

縮
、
新
幹
線
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な
ど
沿
線

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
ま
す
ま
す

の
発
展
が
望
め
る
で
し
ょ
う
。
早
く
も
開
通

日
が
楽
し
み
で
す
。
そ
の
時
は
午
前
中
に
到

着
す
る
よ
う
、早
起
き
し
て
駆
け
つ
け
ま
す
。

緑園都市駅の外観

緑園都市駅には庭園展望台があり、駅前を一望できる

酒と板そばの「と
もしび」。 ランチ
メニューの「板そ
ばセット」は 2 人
前からで、1 人前
1,600 円（税込）

こんなふうに
変わります

特集：相鉄・JR直通線のその後　漫画家・やすこーんの、ぶらり沿線歩き  

　
建
設
が
進
む
「
相
鉄
・
東
急
直
通
線
」

空き地が広がる、現在のゆめが丘駅前。や
がて大規模集客施設（上のパース図、相鉄
グループ提供）がオープンする予定だ
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◉
北
陸
新
幹
線
建
設
局
が
誕
生　
　

　

こ
の
４
月
に
北
陸
新
幹
線
の
事
業
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
地
域
に
よ
り
密
着
し
て
着
実
に
進
め
る

た
め
、
福
井
県
福
井
市
に
局
長
、
石
川
県
小
松
市

に
副
局
長
、
敦
賀
市
も
加
え
た
各
所
に
工
事
部
長

を
配
置
し
、
敦
賀
ま
で
の
着
実
な
開
業
を
実
現
す

る
体
制
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
敦
賀
以

降
新
大
阪
ま
で
の
環
境
影
響
評
価
に
係
る
調
査
業

務
も
含
め
、
よ
り
適
切
な
事
業
執
行
体
制
と
し
た

北
陸
新
幹
線
建
設
局
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

◉
渉
外
部
を
新
設

　
北
陸
新
幹
線
建
設
局
に
は
地
域
密
着
型
の
組
織

と
し
て
よ
り
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
、
新
た
に
渉

外
部
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
沿
線
自
治
体
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
様
と
の
情
報
の
共
有
窓

口
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
建
設
に
係
る
工
事
の
進

捗
や
事
業
費
の
執
行
状
況
を
は
じ
め
と
し
た
当
機

構
の
情
報
を
適
切
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
が
一
層
地
域
と
と
も
に
歩
み
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
、
地
域
の
街
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

等
、
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、関
係
者
の
方
々
と
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

◉
渉
外
部
の
役
割
と
活
動

　
私
た
ち
渉
外
部
で
は
、
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
関

係
自
治
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
の
定
期
的

な
情
報
共
有
と
し
て
、
例
え
ば
、
令
和
３
年
１
月

以
降
石
川
県
や
福
井
県
、
そ
し
て
そ
の
沿
線
市
町

鉄道・運輸機構の取り組み

北陸新幹線建設局渉外部をご紹介します。
　北陸新幹線（金沢・敦賀間）の線路延長は約 125㎞であり、平成 24 年 6 月に工事実施計画の
認可を受け、令和 5（2023）年度末の完成予定に向けて、現在工事を進めています。
　令和 3 年 4 月、地域密着型の組織として、北陸新幹線建設局を設置するとともに、地元自治
体等とのコミュニケーションを積極的にとれる体制に向けて渉外担当の職員を配置しました。
　今回は当機構初の組織となる北陸新幹線建設局渉外部についてご紹介します。

打ち合わせをはじめとしたさまざまな機
会で情報共有を行います

見学会では、地元の方々に私たちをご理解
いただくよう努めています



11 鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer  

と
毎
月
行
っ
て
い
る
金
沢
・
敦
賀
間
工
程
事
業
費

管
理
連
絡
会
議
や
幹
事
会
の
終
了
後
に
伺
う
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
に
「
も
う
少
し
詳
し
く
話
が
聞
き
た
い
」

「
○
○
工
区
の
話
を
聞
き
た
い
」
と
い
っ
た
依
頼

を
伺
う
と
、
局
長
や
工
事
担
当
部
長
（
時
に
は
渉

外
部
）
か
ら
改
め
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
機
構
か
ら
の
発
信
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
関
連
す
る
街
づ
く
り
等
の
情
報

が
あ
っ
た
り
、
そ
の
共
有
の
場
等
を
設
置
し
た
い
、

と
い
っ
た
要
望
を
伺
え
ば
、
当
機
構
内
の
関
係
各

部
門
へ
の
展
開
を
行
っ
た
り
、
関
係
各
部
門
と
つ

な
ぐ
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
の
調
整
を
し
た
り
、
渉

外
部
で
は
情
報
共
有
の
窓
口
と
し
て
組
織
間
の
相

互
理
解
に
つ
な
が
る
よ
う
に
「
双
方
向
型
」
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
北
陸
新
幹
線
沿
線
で
計
画
さ
れ
て
い

る
開
業
機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
や
新
幹
線
工
事
見
学

会
な
ど
へ
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
あ
い
に
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
気
軽
に

行
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
自
治
体

や
地
元
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
北
陸
新
幹
線
に
対
す
る
大
き
な
期
待
、
熱

い
想
い
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
建

設
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
北
陸
新
幹
線
の
、

ひ
い
て
は
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
専
門
と
す
る
部
署
は
、
当

機
構
設
立
以
来
、
初
の
試
み
で
あ
る
た
め
、
ま

だ
ま
だ
日
々
の
業
務
を
通
じ
て
ナ
レ
ッ
ジ
を
少
し

ず
つ
蓄
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆
様

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
今
ま
で
当

機
構
で
蓄
積
し
て
き
た
も
の
を
再
認
識
し
な
が
ら

も
、
情
報
の
共
有
に
お
け
る
す
き
間
は
な
か
っ
た

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
、
そ
し
て
相
互
の

理
解
に
役
立
つ
た
め
に
内
外
か
ら
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
を
、
渉
外
部
の
メ
ン
バ
ー
は
日
々
考
え
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

渉外部長に聞く

  「渉外部」とは？
　従来から関係各自治体等、地域の関係者の皆様とは、工事を
担当する部署などがそれぞれに、自らが担当する分野で情報の
共有やコミュニケーションを図ってきていました。そのため、渉
外部は全く新しい機能を設けたわけではないのだと思います。
　今回、北陸新幹線建設局として新たに発足した目的の中には

「地域密着型の組織」でありたい、というものがあり、ここが渉
外部の出発点です。
　当機構の中でも新幹線建設に直接関わる部門を機能別にみる
と、土木、軌道、建築、機械、電気といったものがあります。
これらが互いに 1 つになって物事を進める様を見ていると、の

4

りしろ
4 4 4

が大事なのだなと感じます。同じ組織の中でもそうなの
ですから、関係各自治体等、地域の皆様との関係性を築くなら
なおさらではないでしょうか。
　違う立場、違う事情、違った観点……、互いのさまざまな違
いを理解しつつ、同じ目的に進むために互いをどれだけ密着さ
せることができるか、このようなことを関係各自治体等、地域
の皆様と「情報共有の窓口」という役割から行っていく、これ
が渉外部ではないか、と考えています。

 「情報共有の窓口」としての考えは？
　日々の行動では、まだまだ模索中ですが、コミュニケーショ
ンにおいて、それぞれに必要な情報は認識し合えているか、と
いうことに思いを寄せています。種類や量に過不足はないか、
適時か、分かりやすいか等、実際の情報を持つ部門ではないも
のの、窓口だからこそ分かる観点を持ち、役割を果たしていけ
れば、と考えています。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止という中で、「対面で」と
いうことは、なかなか自由にできないのですが、まずは渉外部
のメンバー１人ひとりが関係者の方々と「密」な関係をつくれ
るか、個人同士の信頼関係を築き相互の理解を深めることから
始め、組織の信頼につながるように当機構と地元関係者の皆様
とののりしろ

4 4 4 4

となることができればと思います。

福井県庁

JA
福井
県

農業
会館

福井
中央

郵便
局

北陸新幹線建設局

県庁入口

J
R
福
井
駅

福井事務所

〒 910-0005
福井県福井市大手 2 丁目 7 番 15 号（明治安田生命福井ビル内）
TEL.0776-25-1280

北陸新幹線建設局

竜助町北

竜助町

こ
ま
つ
の
杜

小松事務所

〒 923-0926
石川県小松市龍助町 36（小松東京海上日動ビル内）
TEL.0761-58-0067



 鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer 12

　金沢・敦賀間の線路延長に伴い、石川県に 2 つ、
福井県に 4 つの駅が新設されます。一般的に新幹
線駅の外観デザインは、地元の意向を十分に反映
させる一方、構造については当機構が安全面、機
能面およびコスト面を考慮して最適な選択を行い
ます。

東海道新幹線

名古屋

新大阪

上越妙高

飯山

長野

高崎

大宮

東京

上
田佐
久
平

軽
井
沢

安
中
榛
名

糸
魚
川

黒
部
宇
奈
月
温
泉

富
山

新
高
岡

京
都新

神
戸

金
沢

開業区間
令和5（2023）年度末
完成予定

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
末
完
成
に
向
け
て

石
川
・
福
井
両
県
で
建
設
中
の

北
陸
新
幹
線
の
駅
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

【加賀温泉駅】

　加賀温泉駅は、石川県内最南
端の加賀市で建設が進められて
います。加賀市は「山代」「山中」

「片山津」の個性豊かな 3 つの温
泉を有し、県内外から多くの観光
客が訪れます。また、九谷焼や山
中漆器といった伝統工芸品の産
地でもあり、「甘エビ」や水揚げ
したばかりの新鮮な魚介類を堪能
できます。
　加賀温泉駅では、新幹線駅の骨格がおおむね見えるようにな
りました。今年の秋頃には外装を覆う足場も取り払われ、格子
をイメージしたデザインの外観がお目見えします。加賀特有の

「赤瓦」を採用した待合室は加賀温泉らしさを演出するデザイン
です。

【小松駅】

　小松駅は、石川県小松市で建
設が進められています。ここ小松
市は、北陸新幹線をはじめあらゆ
る交通手段の玄関口であるととも
に、産業都市として発展し、南加
賀の中核を担っています。また、
白山の雄大な山並みや歌舞伎「勧
進帳」の舞台である安宅の関を有
し、「歌舞伎のまちこまつ」とし
ても発信されています。
　小松駅の工事進捗ですが、一
部分では足場が外されており新幹線駅の骨格がおおむね見える
ようになりました。この後は外装工事、内装工事へと順次進め
てまいり、今年の秋頃には外装工事が完了し、雪をまとった霊
峰白山の山並みを表現し、立体的・多面的に構成したデザイン
がお目見えする予定です。

石川県

石川県

鉄道・運輸機構の取り組み
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【芦原温泉駅】

　芦原温泉駅は、福井県内北端の
あわら市で建設が進められていま
す。あわら市は北陸新幹線をはじめあらゆる交通手段の北の玄
関口となり、雄大な自然やアートの森や四季折々の豊富な果物、
また、なんといっても関西の奥座敷と呼ばれる「あわら温泉」を
求め、年間を通じて県内外から多くの観光客が訪れます。
　芦原温泉駅の工事進捗ですが、昨年 11 月から始まった旅客上
家の鉄骨建て方工事や屋根工事が現在行われており、新幹線駅
の骨格がおおむね見えるようになりました。この後は外装工事、

内装工事へと順次進めてまいりますが、今
年の秋頃には外装工事が完了し実物の新幹
線駅がお目見えする予定です。この芦原温
泉駅、外観は趣のある和を強調したイメー
ジとし、あわら温泉の癒しと旅情を表現し
たデザインとなります。

福井県

【福井駅】

　福井駅は、福井県の県庁所在地、福
井市で建設が進められています。近年
話題となった「一乗谷朝倉氏遺跡」は、
当時の戦国城下町の街並みが復元され
て特に人気の観光スポットとなってい
ます。また、市内中心部には福井城の
石垣や内堀が現存し、幕末の歴史を刻
む旧跡もいたるところに点在していま
す。歴史だけでなく、自然も食も楽し
める福井市には魅力が溢れています。
　福井駅は昨年 10 月、新たに設置される 6 つの駅の中で最初
に旅客上家の鉄骨建て方工事が始まりました。現在は旅客上家
の屋根工事や外壁工事を中心に行っており、引き続き内装工事
へと順次進め、今年の夏頃には外装工事が完了し実物の新幹線
駅がお目見えする予定です。外観は一乗谷朝倉氏遺跡の唐門を
モチーフとし、福井の歴史を感じさせるデザインとなります。

福井県

【越前たけふ駅】

　越前たけふ駅は、越前市で建
設が進められています。越前市
は 2005 年に武生市と今立町が合
併して誕生した市ですが、一方で
1,500 年の長い歴史を持つ越前和
紙、デザインや切れ味が高く評価
されている越前打刃物、伝統の指
物技術が使われている越前箪笥の
3 つの国指定伝統工芸品があります。また、幅広い産業技術が
集積しており製造出荷額が県内 1 位のものづくりのまちです。
　越前たけふ駅は、昨年 11 月に旅客上家の鉄骨建て方工事が始
まり、現在は旅客上家の屋根や外装工事、駅本屋の内外装工事
が進められています。今年の夏頃には外装工事が完了し実物の
新幹線駅がお目見えする予定です。外観は越前市に飛来するコ
ウノトリをモチーフとし、コウノトリが飛翔するデザインイメー
ジとなります。

福井県

【敦賀駅】

　敦賀駅は、福井県嶺南地方の敦
賀市で建設が進められています。敦
賀市は日本海の敦賀湾に面し、三
方を美しい山々に囲まれた自然豊かな美しいまちです。敦賀港
は天然の良港として知られ、大陸文化の玄関口として栄えました。
また、日本三大松原の 1 つである気比の松原をはじめ、赤レン
ガ倉庫や、氣比神宮など、自然・文化・歴史などがそろっており、
市内には見どころスポットがたくさんあります。

　敦賀駅は、駅本屋や旅客上家の鉄骨建て方工事に
向けて準備を進めています。今年度末頃には現在見
えている敦賀駅本体の上部に鉄骨が立ち始め、「空に
浮かぶ、自然に囲まれ、港を望む駅」（デザインコン
セプト）の建築が本格化します。この敦賀駅は長さ
312 ｍ、横幅 39m、地上から駅舎の屋根までの高
さは 41m と、整備新幹線の駅としては最大級の大
きさです。

福井県
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垂
直
型
船
首
が
最
近
の
流
行

　

船
の
最
前
方
、
船
首
部
分
か
ら
見

て
み
よ
う
。
現
在
多
く
の
船
は
バ
ル

バ
ス
バ
ウ
（
球
状
船
首
）
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
水
面
下
に
突
き
出
し
た
球

根
状
の
部
分
（
バ
ル
ブ
）
が
作
る
波

と
、
主
船
体
が
作
る
波
が
打
ち
消
し
合

う
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
で
、
造
波
抵

抗
を
減
ら
す
仕
組
み
だ
。
バ
ル
バ
ス
バ

ウ
自
体
は
意
外
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、

１
９
６
０
年
代
に
東
大
の
乾
教
授
が
確

立
し
た
理
論
で
効
率
の
良
い
バ
ル
ブ
を

設
計
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
気
に
世

界
中
に
広
が
っ
た
。
し
か
し
満
載
時
と

空
船
時
と
で
喫
水
が
大
き
く
異
な
る
場

合
、
両
方
に
最
適
化
し
た
バ
ル
ブ
を
作

る
の
は
大
変
難
し
い
。
そ
こ
で
あ
え
て

バ
ル
バ
ス
バ
ウ
を
採
用
せ
ず
、
船
首
を

垂
直
に
す
る
船
型
が
開
発
さ
れ
、
最
近

の
流
行
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
垂
直
型

船
首
は
、
共
有
船
で
は
絆
永
丸
や
お
が

い
つ
も
は
特
定
の
共
有
船
の
建
造
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

今
回
は
番
外
編
。

水
に
浮
い
て
い
る
船
の
水
面
下
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

水
面
下
の
船
体
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

船体の形状は造船所のノウハウの結晶だ

　　共有船建造レポート　　　
～水面下に注目！～

番 外 編

共有船舶建造支援部 　技術支援課



15 鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer 

さ
わ
ら
丸
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

そ
の
場
で
船
の
向
き
を
変
え
る

バ
ウ
ス
ラ
ス
タ

　

船
首
に
近
い
船
底
に
開
い
た
こ
の
ト

ン
ネ
ル
の
中
に
は
プ
ロ
ペ
ラ
が
あ
っ
て
、

船
の
横
方
向
に
推
力
を
出
す
。
船
は
舵

で
向
き
を
変
え
る
の
が
普
通
だ
が
、
止

ま
っ
た
状
態
で
は
舵
が
効
か
な
い
こ
と

か
ら
作
ら
れ
た
装
置
で
、
そ
の
場
旋
回

が
で
き
る
。
推
力
の
方
向
を
変
え
る
に

は
、
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
回

さんふらわあ　さつま（長距離フェリー）。船首にバウスラスタ、船尾にスターンスラス
タを装備している

バウスラスタ

トンネル内部にプロペラが
ある。開口部の形状にも造
船所のノウハウがある

絆永丸（セメント専用船）の垂直型船首。タイタニック号の
時代の船と形は似ているが船型的には全く異なる

バルバスバウの例。造船所によってもバルブの形はさまざま

転
方
向
か
、
翼
の
ひ
ね
り
の
向
き
を
変

え
て
や
る
。
横
方
向
の
推
力
を
出
す
の

で
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
が
一
般
名
称
。
そ

の
う
ち
船
首
に
設
け
ら
れ
た
も
の
を
バ

ウ
ス
ラ
ス
タ
、
船
尾
に
あ
れ
ば
ス
タ
ー

ン
ス
ラ
ス
タ
と
呼
ぶ
。

　

港
内
の
狭
い
水
域
で
船
の
向
き
を
変

え
た
り
、
岸
壁
に
船
を
着
け
た
り
す
る

の
は
大
変
難
し
い
操
作
で
、
こ
れ
ら
サ

イ
ド
ス
ラ
ス
タ
が
大
活
躍
す
る
。

　

外
国
航
路
の
巨
大
船
で
は
、
こ
の
目

的
で
タ
グ
ボ
ー
ト
（
押
し
船
）
と
い
う
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○B フィンスタビライザ
写真右が船首方向。このような大型のものは、
入港時に岸壁に当たるので格納できるように
なっている

○C 機関室の船底にあるシーチェストの開口 ○Ａビルジキール

シーチェストの開口ので格納できるようになっている

固定ピッチプロペラの例。この船では、プロペラ中心のハブ部にフィンの付いた省エネキャッ
プが取り付けられている。舵は後縁に可動翼が付いたフラップ舵

可動翼

省エネキャップ

作
業
船
を
使
う
が
、
出
入
港
の
機
会
が

多
い
内
航
船
で
は
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
を

装
備
す
る
こ
と
が
時
間
と
コ
ス
ト
の
大

き
な
節
減
に
つ
な
が
る
の
だ
。

横
揺
れ
を
小
さ
く
す
る
装
置

　

船
の
中
央
部
付
近
に
あ
る
前
後
に

長
い
ヒ
レ
の
よ
う
な
構
造
物
が
ビ
ル
ジ

キ
ー
ル
（
写
真
○A
）
だ
。
こ
れ
は
船
の
横

揺
れ
を
防
ぐ
目
的
で
ほ
ぼ
全
て
の
船
に

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

簡
単
な
仕
掛
け
だ
が
効
果
は
意
外
に

大
き
い
一
方
、
船
体
周
り
の
流
線
に
沿

う
よ
う
に
う
ま
く
設
け
な
い
と
船
体
抵

抗
が
増
え
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

　

同
じ
目
的
で
、
客
船
や
フ
ェ
リ
ー
な

ど
特
に
横
揺
れ
を
嫌
う
船
に
装
備
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
が
、
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ

ラ
イ
ザ
（
写
真
○B
）。
船
体
中
央
に
突
き

出
し
た
フ
ィ
ン
（
＝
ヒ
レ
）
を
動
か
す

こ
と
で
、
船
の
横
揺
れ
を
積
極
的
に
止

め
る
装
置
だ
。
フ
ィ
ン
を
動
か
す
に
は

油
圧
が
用
い
ら
れ
、
セ
ン
サ
ー
で
船
の

揺
れ
を
検
知
し
て
、
揺
れ
を
止
め
る
よ

う
に
制
御
す
る
。

　

効
果
は
非
常
に
大
き
い
が
、
動
力
を

必
要
と
す
る
こ
と
と
、
原
理
的
に
船
が

走
っ
て
い
な
い
と
効
果
が
な
い
の
が
弱

点
だ
。
１
９
２
０
年
代
の
日
本
人
の
発

明
だ
が
、
当
時
の
日
本
で
は
実
用
化
で

き
ず
特
許
権
が
外
国
に
譲
渡
さ
れ
た
歴

史
も
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
逆

輸
入
の
形
で
、
我
が
国
に
も
普
及
し
た
。

　

大
き
な
フ
ェ
リ
ー
に
は
た
い
て
い
装

備
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
晴
れ
て
波
の
な

い
海
を
走
っ
て
い
る
時
に
船
体
中
央
付

近
の
甲
板
か
ら
海
中
を
じ
っ
く
り
眺
め

る
と
、
水
中
の
フ
ィ
ン
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
、
あ
ま
り
熱
中
し
て
海

に
落
ち
な
い
よ
う
に
注
意
は
必
要
だ
。

機
関
室
に
タ
ン
ス
？

　

船
底
の
機
関
室
部
分
に
写
真
○C
の
よ

う
な
開
口
が
あ
る
。
こ
れ
は
冷
却
水
な

ど
海
水
の
取
り
入
れ
口
だ
。
開
口
の
内

側
は
箱
状
の
区
画
に
な
っ
て
い
て
、
そ

こ
に
船
底
弁
を
介
し
て
海
水
管
が
接
続

し
て
い
る
。
泡
や
泥
な
ど
の
異
物
を
な

る
べ
く
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
、
こ
の

よ
う
な
区
画
を
経
由
し
て
流
速
を
い
っ

た
ん
下
げ
る
た
め
だ
。
内
側
か
ら
見
る

と
四
角
い
箱
が
船
底
に
置
か
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
、
シ
ー
チ
ェ
ス
ト
、

す
な
わ
ち
「
船
員
行
李
（
日
本
で
言
う

船
箪
笥
）」
と
呼
ば
れ
る
。
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可変ピッチプロペラの例。プロペラ翼の角度が変えられるよう
になっている付け根の部分に注目

神永丸（RORO 船）

■ 舵の断面の比較（模式図）

プ
ロ
ペ
ラ
は
船
の
ブ
レ
ー
キ

　

船
の
プ
ロ
ペ
ラ
は
ひ
ね
り
（
＝
ピ
ッ

チ
）
が
変
化
し
な
い
固
定
ピ
ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
が
一
般
的
で
、
加
減
速
は
主
機
関

の
回
転
数
を
変
え
る
の
だ
が
、
回
転
数

は
一
定
で
ピ
ッ
チ
の
変
化
で
加
減
速
す

る
可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
も
使
わ
れ
る
。

　

な
お
船
に
は
ブ
レ
ー
キ
は
な
く
、
プ

ロ
ペ
ラ
を
逆
回
転
さ
せ
る
か
ピ
ッ
チ
を

反
対
に
す
る
こ
と
で
、
後
進
方
向
の
推

力
を
出
し
て
船
を
止
め
る
（
あ
る
い
は

バ
ッ
ク
す
る
）。

　

船
の
プ
ロ
ペ
ラ
翼
は
飛
行
機
と
違
っ

て
幅
が
広
い
。
船
体
振
動
を
軽
減
さ
せ

る
等
の
目
的
で
ス
キ
ュ
ー
と
い
う
後
退

角
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
少
し
ね
じ
れ

た
よ
う
に
見
え
る
。

　

製
作
加
工
の
容
易
さ
や
海
水
中
で
の

耐
腐
食
性
の
た
め
に
、
銅
合
金
で
作
ら

れ
る
の
が
普
通
だ
。
荒
い
形
の
鋳
物
か

ら
自
動
加
工
機
で
削
り
出
し
、
最
後
は

手
作
業
で
磨
い
て
仕
上
げ
る
。
国
内
航

路
で
最
も
一
般
的
な
４
９
９
総
ト
ン
型

貨
物
船
で
は
直
径
２
ｍ
、
重
さ
１
ト
ン

程
度
。
令
和
元
年
度
共
有
船
で
最
大
の

プ
ロ
ペ
ラ
を
持
つ
神
永
丸
で
は
直
径
６

ｍ
、
重
さ
29
ト
ン
だ
っ
た
。
造
船
所
や

海
事
関
係
の
会
社
が
多
く
立
地
す
る
今

治
市
の
市
役
所
前
に
は
、
外
国
航
路
用

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
実
物

が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
直
径
９
ｍ
で

93
ト
ン
も
あ
る
。

進
行
方
向
を
変
え
る
舵

　

プ
ロ
ペ
ラ
の
後
に
は
舵
が
あ
っ
て
船

の
向
き
を
変
え
る
。
こ
の
位
置
に
舵
を

付
け
る
の
は
、
飛
行
機
の
尾
翼
と
同
じ

で
方
向
安
定
性
が
あ
る
こ
と
と
、
プ
ロ

ペ
ラ
後
流
の
勢
い
を
利
用
で
き
る
こ
と

が
理
由
だ
。

　

舵
の
断
面
は
、
小
さ
な
船
以
外
で
は

翼
の
形
を
し
て
い
る
が
、
図
の
よ
う
に

後
縁
が
広
が
っ
た
魚
の
よ
う
な
断
面
の

舵
も
使
わ
れ
る
。
普
通
の
翼
型
で
は
約

40°
以
上
舵
を
取
る
と
、
舵
回
り
の
水
流

が
乱
れ
て
舵
が
効
か
な
く
な
る
（
失
速

と
い
う
）
現
象
が
起
き
て
し
ま
う
が
、

こ
の
舵
は
70°
く
ら
い
ま
で
舵
を
取
れ
、
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ベクツイン舵装備船の出入港用操縦装置。ベクツ
イン舵は、主プロペラの推力の大きさと方向を、
このジョイスティック 1 本で 360°制御できる

ジョイスティック

ベクツイン舵。舵の内側に省エネ目的のフィンが付いたタイプ。
舵の外側に防食陽極が見える

フィンフィン

ほ
ぼ
真
横
に
推
力
が
出
せ
る
。
そ
れ
で

ス
タ
ー
ン
ス
ラ
ス
タ
の
代
わ
り
に
な
る

と
い
う
仕
掛
け
で
、
発
明
者
の
名
前
を

取
っ
て
シ
リ
ン
グ
舵
と
呼
ば
れ
る
。

　
一
つ
の
プ
ロ
ペ
ラ
に
２
枚
の
舵
を
設

け
る
ベ
ク
ツ
イ
ン
舵
と
い
う
の
も
あ
る
。

舵
板
は
そ
れ
ぞ
れ
非
対
称
の
特
殊
な
断

面
で
、
２
枚
の
舵
を
う
ま
く
使
っ
て
プ

ロ
ペ
ラ
の
推
力
を

360°
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
優
れ
も
の
だ
。

　
シ
リ
ン
グ
舵
も
ベ
ク
ツ
イ
ン
舵
も
操

船
性
の
面
で
大
変
優
れ
て
い
る
が
、
直

進
走
行
時
に
は
普
通
の
舵
よ
り
若
干
だ

が
抵
抗
が
大
き
い
の
で
、
国
内
航
路
の

よ
う
に
比
較
的
出
入
港
機
会
が
多
い
短

距
離
航
海
の
船
に
向
く
と
さ
れ
る
。

船
体
の
腐
食
を
防
ぐ

　

プ
ロ
ペ
ラ
や
舵
の
写
真
で
気
が
付
か

れ
た
方
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
船

尾
や
舵
の
付
近
に
は
何
や
ら
小
さ
な
四

角
形
の
物
体
が
複
数
付
い
て
い
る
。
船

体
は
鋼
（
＝
鉄
）
製
だ
が
、
先
に
説
明

し
た
と
お
り
プ
ロ
ペ
ラ
は
銅
合
金
で
で

き
て
い
る
。
す
る
と
電
気
を
通
す
海
水

の
中
で
異
種
の
金
属
が
接
触
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
中
学
校
の
化
学
で

習
う
よ
う
に
電
流
が
流
れ
、
イ
オ
ン
化

傾
向
の
高
い
鉄
の
船
体
の
方
が
溶
け
出

し
て
し
ま
う
（
電
蝕
）。
穴
が
開
く
程
腐

食
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
鉄
よ
り
イ
オ
ン
化
傾
向
の
高

い
亜
鉛
や
ア
ル
ミ
合
金
の
塊
を
犠
牲
陽

極
と
し
て
付
け
て
お
く
の
だ
。
こ
れ
ら

の
陽
極
板
は
時
間
が
経
つ
と
電
蝕
で
溶

け
て
い
く
の
で
、
ド
ッ
ク
入
り
の
度
に

取
り
替
え
る
。
船
体
に
取
り
付
け
た
電

極
に
逆
方
向
の
電
流
を
流
す
こ
と
で
電

蝕
を
防
ぐ
、
外
部
電
源
防
食
と
い
う
や

り
方
も
あ
る
。

日
進
月
歩
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

バ
ル
バ
ス
バ
ウ
も
省
エ
ネ
の
た
め
の

付
加
物
の
一
種
だ
が
、
船
尾
付
近
に
は

こ
の
種
の
仕
掛
け
が
多
い
。

　

ま
ず
プ
ロ
ペ
ラ
の
後
方
に
は
プ
ロ
ペ

ラ
に
よ
る
旋
回
流
が
残
る
が
、
こ
の
旋

回
す
る
成
分
は
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

と
言
え
る
。
普
通
の
舵
で
も
そ
れ
を
整

流
す
る
効
果
が
あ
る
が
、
舵
の
前
縁
を

あ
ら
か
じ
め
ひ
ね
っ
た
形
（
反
動
舵
と

呼
ぶ
）
に
し
た
り
、
舵
に
フ
ィ
ン
を
付

け
た
り
し
て
、
旋
回
流
か
ら
前
進
方
向

の
揚
力
を
得
る
仕
掛
け
、
反
動
舵
が
あ

る
。
一
方
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
前
側
の
船
体

に
付
け
る
フ
ィ
ン
は
、
メ
ー
カ
ー
／
造

船
所
に
よ
っ
て
名
前
も
形
も
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
プ
ロ
ペ
ラ
に
流
れ
込
む
流
速
を

利
用
し
て
前
進
方
向
の
揚
力
を
得
る
か
、

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
方
向
と
は
逆
に
ね
じ

れ
た
水
流
を
プ
ロ
ペ
ラ
に
流
し
て
や
っ

て
、
結
果
的
に
プ
ロ
ペ
ラ
後
方
の
旋
回
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省エネフィンが付いたフラップ舵の例。
フラップ舵はベッカー舵とも呼ばれる

※
１　
航
海
中
の
船
の
写
真
は
、
全
て
機
構
と
の
共
有
船

で
あ
り
、
船
主
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
述
以
外
の
写
真
は
機
構
の
監
督
が
撮
影

し
た
も
の
で
、
造
船
所
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
２　
ゲ
ー
ト
ラ
ダ
ー
は
、
日
本
財
団
の
助
成
を
得
て
開

発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

プロペラ前に取り付けられた省エネフィンの例

プロペラ前に取り付けられた省エネフィンの例

フィン

反動舵
フィン フィン

流
を
小
さ
く
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
中
心
部
（
ハ
ブ
）

か
ら
は
ハ
ブ
渦
と
い
う
渦
の
流
れ
が
出

て
い
て
こ
れ
も
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

が
、
ハ
ブ
に
小
さ
な
フ
ィ
ン
を
付
け
た

り
、
舵
の
前
縁
に
球
状
の
バ
ル
ブ
を
付

け
た
り
し
て
、
渦
を
消
す
や
り
方
も
普

及
し
て
い
る
。

　

最
近
の
共
有
船
・
神
門
丸
に
取
り
付

け
ら
れ
た
ゲ
ー
ト
ラ
ダ
ー
は
、
プ
ロ
ペ

ラ
左
右
に
門
の
よ
う
に
舵
を
設
け
る
こ

と
で
整
流
効
果
を
得
る
省
エ
ネ
装
置
で
、

同
じ
２
枚
舵
で
も
ベ
ク
ツ
イ
ン
舵
と
は

原
理
も
効
果
も
全
く
異
な
る
。

　

船
体
の
水
面
下
に
は
、
こ
の
他
に
も

水
生
動
物
の
肌
と
同
じ
摩
擦
低
減
効
果

を
狙
っ
た
省
エ
ネ
型
塗
料
や
、
空
気
の

膜
で
摩
擦
抵
抗
を
減
ら
す
空
気
潤
滑
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で
省
エ
ネ
効
果

を
得
る
仕
組
み
も
使
わ
れ
る
。

　

現
在
の
船
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
頃

に
比
べ
て
、
半
分
以
下
の
燃
費
で
走
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
省
エ
ネ
化

は
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
数
パ
ー
セ
ン

ト
の
燃
費
低
減
の
有
無
が
問
題
に
な
る

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

船尾回りの省エネ装置の例。プロペラの前方と、プロペラハブ部に見えるプ
ロペラのような小翼が省エネフィン。舵は前縁がひねられた反動舵

ゲートラダー

フィン
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富
士
市
の
市
街
地
を
ぐ
る
り
と
回
る
よ
う
に
走
る
岳
南
電
車
。

貨
物
輸
送
の
終
了
で
一
時
は
廃
線
も
取
り
沙
汰
さ
れ
た
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
生
み
出
し
た
イ
ベ
ン
ト
列
車
が
話
題
と
な
り

現
在
は
多
く
の
観
光
客
を
呼
ぶ
ま
で
に
挽
回
し
た
。

そ
の
先
に
目
指
す
の
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
域
鉄
道
だ
。

文
・
写
真
：
伊
原　
薫

岳 

南 

電 

車 
市
民
に
親
し
ま
れ
る〝
岳
南
電
車
〞　

　
静
岡
県
東
部
、
駿
河
湾
に
面
し
た
場
所

に
あ
る
富
士
市
。
そ
の
玄
関
駅
で
あ
り
、

シ
ラ
ス
で
有
名
な
田
子
の
浦
港
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
の
が
、
吉
原
駅
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
海

道
本
線
の
列
車
か
ら
降
り
る
と
、
メ
イ
ン

と
な
る
改
札
口
と
は
別
に
、
西
側
に
も
跨

線
橋
が
見
え
る
。
古
レ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
骨
組
み
の
、
い
か
に
も
レ
ト
ロ
な
橋
を

渡
っ
た
先
に
は
、
こ
れ
ま
た
レ
ト
ロ
な
駅
舎

が
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
た
。
今
回
の
目

的
地
は
、
こ
こ
か
ら
伸
び
る
岳
南
電
車
で

あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
の
自
動
改
札
機
を
通
り
、
岳
南
電

車
の
き
っ
ぷ
を
買
う
。
自
動
券
売
機
も
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、「
岳
鉄
線
乗
車
券
う

【静岡県】

富士山を背景に走行する岳南電車。全駅から富士山を見ることができる（写真提供：岳南電車）

シバザクラが咲き誇った
様子を案内するジヤトコ
前駅の看板（右）。来訪
時は近隣企業の方々が
花壇の手入れをしていた

（左）
昔ながらの硬券きっぷ
が使用されている（写
真提供：岳南電車）

地
域
鉄
道
を

訪
ね
て 

り
ば
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
窓
口
で
声

を
か
け
る
と
、
昔
な
が
ら
の
硬
券
き
っ
ぷ
が

出
て
き
た
。
改
札
口
の
先
に
停
ま
って
い
た

の
は
、
２
両
編
成
の
電
車
。
も
と
も
と
京

王
電
鉄
井
の
頭
線
を
走
っ
て
い
た
も
の
で
、

緑
色
を
し
た
前
面
が
ど
こ
か
愛
く
る
し
い
。

乗
り
込
む
と
ほ
ど
な
く
発
車
ベ
ル
が
鳴
り

響
き
、
列
車
が
出
発
。
Ｊ
Ｒ
線
と
の
間

に
何
本
も
あ
る
留
置
線
は
、
か
つ
て
岳
南

電
車
が
貨
物
輸
送
を
行
っ
て
い
た
頃
の
名

残
だ
。
や
が
て
右
へ
と
大
き
く
カ
ー
ブ
し
、

西
か
ら
北
へ
と
進
路
を
変
え
る
。

独
特
の
車
窓
が
楽
し
め
る

﹁
夜
景
電
車
﹂

　

一
つ
目
の
駅
と
な
る
ジ
ヤ
ト
コ
前
駅
で

は
、
近
隣
企
業
の
方
々
が
花
壇
の
手
入
れ

を
し
て
い
た
。
少
し
前
な
ら
シ
バ
ザ
ク
ラ
が

見
頃
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
シ
ー

ズ
ン
は
終
わ
って
お
り
、
百
日
草
に
植
え
替

え
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
早
く
も
再
訪
を

心
に
決
め
、
さ
ら
に
先
へ
。
次
の
吉
原
本

吉原本町

吉原

本吉原

ジヤトコ前
富士

新富士
東海道本線

東海道新幹線

東田子の浦
吉原

岳南江尾

神谷

須津比奈

岳南原田
岳南富士岡

■岳南電車路線図

2 両編成を組む 8000 形。もとも
とは京王井の頭線を走っていた

イラスト：PIXTA
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改良工事で使いやすい駅に
　令和 3 年にホームのかさ上
げなどを実施。電車との段差
が解消され、バリアフリーで
使いやすい駅に生まれ変わっ
た。駅舎には、岳南電車の歴
史を紹介するパネルや写真が
展示された「まちの駅　岳鉄
プラザ」も。ちなみに駅名は「よ
しわらほんちょう」と読む。

（写真提供：岳南電車）

たくさんのオリジナルグッ
ズがそろう駅　
　有人窓口の前にずらりと陳
列された、さまざなオリジナ
ルグッズ。キーホルダーやク
リアファイルといった定番商
品に加え、電車の紙箱に入っ
たお茶「岳南電茶」、さらには

“夜景電車ブレンド”なるオリ
ジナルコーヒーも。友人への
お土産や、旅の思い出に浸る
のにぴったりだ。

吉原本町駅 吉原駅

町
駅
は
市
の
中
心
部
に
近
く
、立
派
な
ア
ー

ケ
ー
ド
も
見
え
る
。
こ
の
付
近
で
線
路
は

再
び
右
へ
大
き
く
カ
ー
ブ
し
、
今
度
は
東

を
向
い
て
進
行
…
…
と
思
っ
た
ら
、
本
吉

原
駅
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
は
製
紙
工
場
の

■岳南電車株式会社
〈会社概要〉
本　　社　〒 417-0001　
　　　　　静岡県富士市今泉一丁目 17 番 39 号
設　　立　平成 25 年 4 月 1 日
払込資本　1 億円
株　　主　岳南鉄道（株）
代  表  者　代表取締役社長　石井　謙一
従業員数　27 名（パートを除く）

〈路　　線〉
営業区間　岳南線吉原・岳南江尾　9.2km
駅　　数　全 10 駅うち全日無人駅 7 駅、
　　　　　一部時間帯のみ無人駅 2 駅
車 両 数　計 6 両（休車車両を除く）
             （7000 形 2 両、8000 形 2 両、
               9000 形 2 両）

■鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
平成 15 ～ 19 年度
鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
平成 20・21 年度
変電所の改良、レールの重軌条化、PC 枕木化、
橋梁の改修等

敷
地
を
縫
う
よ
う
に
走
る
。
列
車
か
ら
見

え
る
何
本
も
の
太
い
配
管
は
、
線
路
の
上

空
を
跨
ぐ
も
の
ま
で
あ
って
、
ま
る
で
工
場

内
を
探
検
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
だ
。
そ

し
て
こ
の
光
景
が
、
今
や
岳
南
電
車
に
多

く
の
観
光
客
を
呼
ん
で
い
る
。

　
「
平
成
26
年
か
ら
、
車
内
の
明
か
り

を
消
し
て
工
場
や
沿
線
の
夜
景
を
楽
し
む

『
夜
景
電
車
』
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
定
期
列
車
の
後
ろ
１
両
を
使
っ
た

通
常
パ
タ
ー
ン
に
加
え
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
徐
行
や
停
車
を
す
る
特
別
ダ
イ
ヤ
の『
ナ

イ
ト
ビ
ュ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
ト
レ
イ
ン
』
が
あ

り
、
ほ
ぼ
毎
週
運
転
し
て
い
ま
す
。
首
都

圏
か
ら
の
お
客
様
が
大
半
で
す
が
、
独
特

の
夜
景
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、『
こ

ん
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
列
車
は
全
国
で

こ
こ
だ
け
だ
』
と
好
評
で
す
」
と
、
石
井

謙
一
社
長
が
教
え
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
、

製
紙
工
場
の
お
か
げ
で
実
現
で
き
た
企
画

で
あ
る
。

貨
物
輸
送
の
終
了
で
廃
線
危
機
に

　

岳
南
電
車
と
製
紙
工
場
は
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
だ
。
も
と
も
と
吉
原
か
ら

は
自
動
車
部
品
工
場
へ
の
専
用
鉄
道
が
伸

び
て
お
り
、
こ
れ
を
延
長
す
る
形
で
昭
和

24
年
に
岳
南
鉄
道
が
開
業
。
以
来
、
製
紙

工
場
へ
の
貨
物
輸
送
が
同
社
を
支
え
て
い

た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、
運
輸
収
入
の
６
割

沿線に散りばめられた懐か
しい昭和の駅舎や夜景、暗
闇に包まれた工場の灯な
どでノスタルジーに浸り、
ゆったりとしたひとときを
楽しめる「夜景電車」

（写真提供：岳南電車）

製紙工場のすぐ脇を走る岳南電車

岳南電車本社

地域鉄道を訪ねて【静岡県】岳南電車



鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer 22

全駅にある
「富士山ビュースポット」
　全 10 駅それぞれのホーム
に「富士山ビュースポット」
を設置。床面に描かれた足
跡の場所に立てば、ある駅は
建物の間から、ある駅は駅舎
の向こうにと、さまざまなシ
チュエーションで富士山が見
られる。雲がかからないこと
を願いながら、全駅を回って
みてはいかが？

街中にもう 1 つの「駅」が！
　吉原本町駅から北西へ 10
分ほど歩いたところにある
のが、吉原の中心街にある
もう 1 つのターミナル、吉
原中央駅。「駅」と名乗るも
のの鉄道はなく、市内各地
からのバスが数多く発着す
る。道沿いの商店は活気が
あり、ご当地グルメ「つけ
ナポリタン」の店も多い。

を
貨
物
収
入
が
占
め
た
こ
と
も
あ
る
。
だ

が
、
貨
物
輸
送
が
ト
ラ
ッ
ク
へ
シ
フ
ト
し
た

の
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
吉
原
駅
で
の
貨

物
取
り
扱
い
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、平
成
24
年
３
月
に
貨
物
輸
送
を
廃
止
。

一
時
は
路
線
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
。

　
「
こ
れ
に
対
し
、『
岳
南
電
車
を
残
そ

う
』
と
沿
線
の
方
々
や
富
士
市
が
動
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
資
金
面
で
の
支
援
や
、

通
学
手
段
と
し
て
の
鉄
道
利
用
、
さ
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
促
進
策
な
ど
で
す
。
夜

景
電
車
も
そ
の
一
環
で
、
フ
ジ
パ
ク
さ
ん

（
23
ペ
ー
ジ
「
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
」
参
照
）

と
意
見
交
換
す
る
中
で
生
ま
れ
ま
し
た
」

目
指
す
の
は〝
富
士
市
の
観
光
大
使
〟

　

存
廃
問
題
を
乗
り
越
え
る
過
程
で
は
、

い
か
に
貨
物
輸
送
に
依
存
し
て
い
た
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
地

域
の
人
が
よ
り
使
い
や
す
い
鉄
道
を
目
指

す
と
と
も
に
、
観
光
面
の
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的

に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
前
者

で
は
吉
原
本
町
駅
の
改
良
、
後
者
で
は
各

駅
への
「
富
士
山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
の
設

置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
静
岡
の
土

産
品
と
し
て
人
気
の
「
ナ
イ
ト
バ
リ
勝
男

ク
ン
。」
と
、富
士
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
「
つ

け
ナ
ポ
リ
タ
ン
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
菓

子
を
岳
南
電
車
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
地
域
お

こ
し
の
牽
引
役
と
な
る
べ
く
、
奮
闘
中
だ
。

　
「
ま
ず
は
、
沿
線
の
方
々
に
『
使
い
や
す

く
な
っ
た
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ

し
て
、
沿
線
外
の
方
か
ら
は
『
岳
南
電
車

が
面
白
そ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
、

来
て
み
た
』
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
目
標
は
、
岳

南
電
車
が
富
士
市
の
観
光
大
使
の
役
割
を

担
う
こ
と
で
す
」

　
終
点
で
あ
る
岳
南
江
尾
駅
は
、
目
の
前

に
新
幹
線
の
高
架
橋
が
あ
る
。
富
士
山
を

バッ
ク
に
行
き
交
う
新
幹
線
を
眺
め
て
い
る

と
、「
チ
ン
、
チ
ン
、
チ
ン
…
…
」
と
懐

か
し
い
踏
切
の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

全
長
わ
ず
か
９
㎞
余
の
ミ
ニ
鉄
道
。
だ
が
、

こ
こ
に
は
無
限
の
楽
し
み
方
が
埋
ま
っ
て
い

そ
う
だ
。

岳南富士岡駅ほか 吉原中央駅

吉原駅にある貨物線の名残。左を走るのは JR 東海道本線

岳南電車の石井謙一社長

地域おこしの一助にと、岳南電車が

プロデュースしたお菓子「ナイトバ

リ勝男クン。」

岳南富士岡駅からの富士山ビュースポット
（左、写真提供：岳南電車）。岳南原田駅には
岳南電車の全10 駅からどのように富士山が
見えるかをアピールする掲示が（右）
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　富士エリアの魅力掘り起こしや発信のサポー
ト役として、平成 21 年頃から活動を開始。平成
23 年には、約 1 カ月間に 30 ほどの体験型イベ
ントを実施する「フジパク」を初めて開催した。
　「『フジパク』の最大の特徴は、地域の人々が案
内人となり、さまざまな魅力を紹介するという点
です。これまでに、街歩きイベントや遊水地を巡
るツアー、『ジャズを楽しむ夜』などたくさんの
企画を実施してきました。そんな中、岳南電車さ
んから『うちも何かできないか？』と相談を受け
たのをきっかけに、途中下車をしながら沿線を歩
くツアーを始めました」
　この時に開催したツアーが好評だったことか
ら、以降もパターンを変えながら継続。さらに、「夜
景電車」の企画も登場した。
　「最初は貸切列車としての運行だったのですが、
それだと運転士を手配する必要があります。そこ
で、乗客が少ないことを逆手にとり、2 両編成の

定期列車のうち後ろ寄り
の 1 両を使う形へと後
に変更しました。全区間
で車内の明かりを消すと
いうのも日本初で、路線
が短いからこそできた企
画だと思っています」
　前の車両には一般の利
用者が乗っており、後ろの車両での案内放送など
も流れる。苦情が来ることを心配したが、「皆さ
ん逆に興味津々で、『何やってるの？』と覗きに
来たり、面白そうだと次回に申し込んでくれる人
もおられました。平成 26 年には、鉄道全体とし
ては初めて『日本夜景遺産』に認定されるなど、
全国的にも認知される存在になっています」
　他にも、駅の倉庫などを利用した「工場夜景ビ
アガーデン」や「終着駅の赤ちょうちん」なども
実施。お酒が飲めるイベントは、「フジパク」全
体でも人気があるそうだ。
　「皆が帰りの交通手段を気にせず飲めるという
点で、鉄道とお酒は相性が良いと思っています。
今後は、こうした人気企画をさらに進化させたり、
沿線全体を 1 つのフィールドに見立てて、さま
ざまなスポットをフリーきっぷで巡るようなもの
を手掛けてみたいですね。『フジパク』は新しい
企画を生み出す場。ここで成功したものは岳南電
車さんが育てるという連携で、これからも盛り上
げていきたいです」

サポーターの声
Supporter's Voice

　富士エリアの魅力掘り起こしや発信のサポー

役目を終えた電気機関車が
一堂に
　かつて貨物列車の先頭に
立った電気機関車 4 両を、紙
の輸送に使われていた貨車と
ともに保存。これを目当てに
訪れる鉄道ファンも多く、観
光資源としての活用に期待が
かかる。駅に併設して電車の
検査を行う車庫もあり、運が
良ければ入れ換え作業が見ら
れることも。

バリアフリー対応の
大型トイレが完成
　男性・女性用に加えて障が
い者や子連れでも使いやすい
多機能トイレが令和 3 年に完
成。「駅舎より立派なトイレ」

（石井社長）で、完成時には記
念のテープカットまで行われ
た。駅横には駐車場も整備さ
れ、同駅でのイベント開催に
弾みがつくほか、地域活性化
の一助としても期待がかかる。

岳南富士岡駅岳南江尾駅

地域の人々が案内人。
富士エリアの魅力を紹介します。

フジパク・富士山博覧会 代表  山崎 裕敏 さん

地域鉄道を訪ねて【静岡県】岳南電車

工場の夜景と行き交う電車を眺めながらお酒が飲める「工場夜
景ビアガーデン」（写真提供：フジパク）

街歩きイベントは地元の人々が地域の
魅力を紹介（写真提供：フジパク）



01J R T T  T O P I C SJ R T T  T O P I C S 機構改革室

「鉄道・運輸機構改革プラン」を策定

　
当
機
構
で
は
、
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
の 

一
連
の
事
態
を
踏
ま
え
、
業
務
改
善
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
進
め
る
た
め
、「
鉄
道
・
運
輸
機
構
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
令
和
３
年
７
月
30
日
（
金
）
に
対
外
公
表

し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
今
後
目
指
す
姿
と
し
て
、

「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
通
じ
て
、
地
域
と
共
に

歩
み
、
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
組
織
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
変
化
へ
の
迅
速
か
つ
柔

軟
な
対
応
」、「
総
合
力
・
専
門
性
の
強
化
」、「
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ（
説
明
責
任
）
の
向
上
」
の
三
つ
の
視

点
か
ら
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
組
織
体
制

の
見
直
し
や
入
札
契
約
制
度
の
改
善
、
対
外
的
な
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
強
化
等
の
六
つ
の
項
目
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
改
革
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
取
り

組
み
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
整
理
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
「
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ・フ
ェ
ー
ズ
（
課
題
抽
出
）」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ・

フ
ェ
ー
ズ
（
取
り
組
み
試
行
）」、「
ブ
ー
ス
ト・フ
ェ
ー
ズ

（
取
り
組
み
深
度
化
）」、「
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
・
フ
ェ
ー
ズ

（
本
格
実
施
）」
の
４
段
階
に
分
け
、
進
捗
管
理
を
着

実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

　
当
機
構
は
、
本
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
確
実
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え
、
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組

織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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● 厳しい要員事情や予算制約等の中でも自ら創意工夫し、
  新しいことにチャレンジする意識や姿勢を持つ
● 同じ組織に属する「機構人」として組織全体に対する
  意識を持つ

● 多様で柔軟な働き方の実現
● 職員の働き方改革の推進　等

改革の確実な推進改革への姿勢

目指す姿 交通ネットワーク整備を通じて、地域と共に歩み、社会に貢献し続ける組織

改革の視点 改革プランの実現に向けて、3つの視点から具体的な取り組みを推進する。

① 変化への迅速かつ柔軟な対応

具体的な改革の取り組み項目

② 総合力・専門性の強化 ③ アカウンタビリティ（説明責任）の向上

(1) 組織体制の見直し
● 企画戦略部（仮称）の創設
● プロジェクトマネジメント体制の構築　等

(2) 業務プロセスにおける生産性の向上
● 生産性を重視した業務プロセスの再構築
● 実効性のある業務改善の仕組みの導入　等

(3) 入札契約制度・施工環境の改善

改革の確実な推進

● 新たな入札契約制度の導入
● 鉄道建設工事における働き方改革の推進　等

(4) 人事体制・人材育成の見直し
● 企画戦略部（仮称）と連携した戦略的な人事
● 組織全体でのスキル・ノウハウの継承・共通化　等

(5) 対外的な情報発信力の強化
● 情報の適確な発信体制の構築
● 対外的なコミュニケーションの強化　等

(6) 働きやすい職場環境の構築

● 具体的なロードマップの策定
● テーマごとに責任者を設け、取り組みを推進

● 多様で柔軟な働き方の実現
● 職員の働き方改革の推進　等

改革プランの概要



JR二島貨物会社の支援に係る改正法について

島
貨
物
会
社
に
対
し
、
鉄
道
・
運
輸
機
構

を
通
じ
た
支
援
等
を
行
い
、
そ
の
経
営
自

立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
国
鉄
分
割
・
民
営

化
に
際
し
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
見
込
ま

れ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
四
国
に
対

し
て
は
、
そ
の
運
用
益
で
営
業
損
失
を
補

う
た
め
、
経
営
安
定
基
金
を
設
置
し
、
②

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
て

は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
経
営
安
定
基
金

を
一
定
利
率
で
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
運
用
益
の
下
支
え
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の

債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
債

務
等
処
理
法
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、
③

平
成
10
年
度
か
ら
11
年
度
に
か
け
て
鉄
道
・

運
輸
機
構
を
通
じ
た
無
利
子
貸
し
付
け
を

行
い
、
④
平
成
23
年
度
か
ら
は
鉄
道
・
運

輸
機
構
を
通
じ
た
助
成
金
の
交
付
や
無
利

子
の
資
金
の
貸
し
付
け
、
⑤
鉄
道
・
運
輸

機
構
の
特
別
債
券
の
発
行
に
よ
る
経
営
安

定
基
金
の
実
質
的
な
積
み
増
し
と
い
っ
た
、

よ
り
抜
本
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
の
助
成
金
の
交
付
等

の
支
援
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
の
時
限
措

置
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
Ｊ
Ｒ
二

島
貨
物
会
社
の
状
況
を
見
る
と
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
四
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の

経
営
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ
い
て
は
、
近
年

は
経
常
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
も
の
の
、
災

し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
い
て
は
６
８
２
２
億

円
、
Ｊ
Ｒ
四
国
に
お
い
て
は
２
０
８
２
億
円

の
経
営
安
定
基
金
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

低
金
利
に
よ
り
、
運
用
益
は
近
年
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が

経
営
安
定
基
金
か
ら
一
定
利
率
で
借
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
運
用
益
の
下
支

え
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
の
利

率
や
償
還
方
法
・
償
還
期
間
等
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
状
況

や
市
場
金
利
の
動
向
等
を
踏
ま
え
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（2） 

助
成
金
の
交
付

　
平
成
23
年
度
以
降
行
っ
て
き
た
老
朽
化

し
た
鉄
道
施
設
の
更
新
や
経
営
基
盤
の
強

化
に
必
要
な
設
備
投
資
に
対
す
る
助
成
金

の
交
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
末
と

な
っ
て
い
た
期
限
が
令
和
12
年
度
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
に
お
い
て
、
貨
物
走
行
線
区
に
お
け
る

貨
物
列
車
の
運
行
に
必
要
な
設
備
投
資
や
、

　
昭
和
62
年
４
月
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化

に
よ
る
発
足
以
降
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
お
よ
び

Ｊ
Ｒ
四
国
は
地
域
の
基
幹
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
担
い
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
我
が
国
の

全
国
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
が
株
式
上

場
、
完
全
民
営
化
を
果
た
し
て
い
る
一
方
、

Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
全

株
式
を
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
保
有
し
、
経

営
基
盤
の
確
立
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
土
交
通
省
で
は
、
Ｊ
Ｒ
二

Ⅰ
．
改
正
の
背
景

害
等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
な
ど
、
安
定

的
な
事
業
運
営
に
は
な
お
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年

度
以
降
も
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
た
め
、
債
務
等
処
理
法
等
の

改
正
案
が
、
本
年
１
月
に
国
会
に
提
出
さ

れ
、
３
月
に
成
立
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
．
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
の
経
営
の

　
　
下
支
え

(1) 

経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
の
確
保

　
昭
和
62
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
際

Ⅱ
．Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
の

　
　
支
援
に
係
る
改
正
法
の
概
要

（億円）

200

100

0

▲100

▲200

▲300

▲400

▲500
H23

経常利益

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
▲446

▲108

14

JR北海道 JR四国 JR貨物

鉄道施設の修繕

特急気動車の新製

02J R T T  T O P I C SJ R T T  T O P I C S 経営自立推進・財務部
経営自立推進・財務企画課
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「
利
用
が
少
な
く
鉄
道
を
持
続
的
に
維
持
す

る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
な
線
区
」、
い
わ

ゆ
る
黄
線
区
に
お
け
る
設
備
投
資
等
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
助
成
金
の
交
付
対
象
者
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
に
加
え
、

こ
れ
ら
の
会
社
に
鉄
道
施
設
等
を
貸
し
付

け
る
者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

（3） 

青
函
ト
ン
ネ
ル
・
本
四
連
絡
橋
に
係
る

改
修
費
用
の
負
担
見
直
し

　
北
海
道
と
本
州
を
結
ぶ
青
函
ト
ン
ネ
ル
、

四
国
と
本
州
を
結
ぶ
本
四
連
絡
橋
（
本
四

備
讃
線
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
四
国
が
鉄
道
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は
、
抜

本
的
か
つ
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
際
し
、
こ

れ
ら
の
施
設
を
建
設
し
た
際
の
資
本
費
に

つ
い
て
は
、施
設
を
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道・

Ｊ
Ｒ
四
国
に
は
負
担
能
力
が
見
込
ま
れ
な

い
状
況
を
考
慮
し
て
、
旧
国
鉄
に
お
い
て
処

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
考

え
方
を
踏
ま
え
、
今
後
発
生
す
る
抜
本
的

か
つ
大
規
模
な
改
修
の
費
用
に
つ
い
て
も
、

旧
国
鉄
の
地
位
を
承
継
し
た
鉄
道
・
運
輸

機
構
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
の

　
　
経
営
改
革
の
推
進

(1) 

出
資
・
Ｄ
Ｅ
Ｓ
（D

ebt Equity Sw
ap

）

　
Ｊ
Ｒ
各
社
が
経
営
基
盤
の
強
化
を
目
指

す
う
え
で
は
、
老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
の

改
修
や
取
替
更
新
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の

会
社
の
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
、

省
人
化
・
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め

の
よ
り
前
向
き
な
設
備
投
資
も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
会
社
自

ら
が
複
数
年
度
に
わ
た
る
中
長
期
的
な
投

資
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
、
機
動
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ

る
出
資
を
新
た
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
は
、

債
務
等
処
理
法
に
基
づ
く
支
援
策
と
し
て
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
無
利
子
貸
し
付
け

を
受
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、債
務
圧
縮・

資
本
増
強
を
図
る
た
め
、
鉄
道
・
運
輸
機

構
が
保
有
す
る
無
利
子
貸
付
債
権
を
、
各

社
の
新
規
発
行
株
式
と
交
換
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）。

（2） 

利
子
補
給

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
の
鉄
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
非
常
に
厳

し
い
経
営
環
境
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

鉄
道
事
業
以
外
の
関
連
事
業
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
を
改
善
す
る
こ
と
も

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
、
鉄
道
事

業
の
み
な
ら
ず
、
駅
周
辺
開
発
等
の
関
連

事
業
も
対
象
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
に

対
し
て
貸
し
付
け
を
行
う
金
融
機
関
に
対

す
る
利
子
補
給
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（3） 

不
要
土
地
の
引
き
取
り

　
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
会
社
に
は
、
廃
線
跡
地

等
の
処
分
で
き
て
い
な
い
不
要
土
地
が
あ

る
た
め
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
土
地
を
引

き
取
り
処
分
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

(1) 

貨
物
調
整
金
の
交
付
費
用
の

　
 

安
定
的
な
確
保

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
間
、
貨
物
調
整

金
の
交
付
費
用
を
確
保
す
る
た
め
、
機
構

内
の
勘
定
間
で
の
資
金
の
繰
入
措
置
を
講

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
以

降
も
引
き
続
き
貨
物
調
整
金
の
安
定
的
な

本四連絡橋（瀬戸大橋）

JR貨物EH800形式機関車

交
付
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
資

金
の
繰
入
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
12
年
度

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
各
社
の
中

期
経
営
計
画
期
間
内
で
あ
る
３
年
間
ま
た

は
５
年
間
に
限
っ
て
公
表
さ
れ
て
お
り
、
以

降
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
経
営
状

況
を
踏
ま
え
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
（
～
令
和
５
年
度
）：

　
１
３
０
２
億
円

◆
Ｊ
Ｒ
四
国　
（
～
令
和
７
年
度
）：

　
１
０
２
５
億
円

◆
Ｊ
Ｒ
貨
物　
（
～
令
和
５
年
度
）：

　
１
３
８
億
円

Ⅲ
．
支
援
規
模
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令和2年度における鉄道建設技術に対する受賞

場所打ちライニングとセグメントを随時切替可能な覆工切替式シールド機による
経済的なトンネル施工の実現

－神奈川東部方面線、羽沢トンネル－
　神奈川東部方面線事業は、相鉄・JR 直通線および相鉄・東急直通線を整備するものです。羽沢トンネルは、羽
沢横浜国大駅と新横浜駅（仮称）を結ぶ都市部の延長 3,150m の複線断面トンネルです。覆工構造は、起点側・終
点側では重要構造物基礎に近接するためセグメントとし、中間部では土被り 20 ｍ以上の安定した上総層群の掘削
となるため経済性に優れた SENS（シールドを用いた場所打ち支保システム）による場所打ちライニングとしました。
このため、1 台の掘進機でセグメント区間と SENS 区間を連続で掘進可能とする換装技術を考案しました。
　この換装技術を確立したことで、今後 SENS を幅広い地形、地質条件のトンネル工事への適用拡大が期待でき、
経済的で合理的なトンネル建設技術の発展に大きく寄与するものであることが評価され、受賞することとなりまし
た。

技術賞（Ⅰグループ）土木技術の発展に顕著な貢献をなし、
社会の発展に寄与したと認められる画期的な個別技術

■ 鉄道・運輸機構　　■ 大成・東急・大本・土志田 JV

羽沢トンネル換装位置

神奈川東部方面線路線図 セグメントからSENSへの換装

換装箇所

場所打ちライニング
（SENS）

セグメント

土木学会
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■ 富山県　　■ 富山市　　■ 鉄道・運輸機構

複数事業の連携による公共交通主体型まちづくりの推進
－富山駅における路面電車南北接続－

技術賞（Ⅱグループ）土木技術の発展に顕著な貢献をなし、
社会の発展に寄与したと認められる画期的なプロジェクト土木学会

富山駅南口交通広場

　令和 2 年 3 月に富山駅を境に南北に分断されていた路
面電車が接続、直通運転が開始されました。コンパクトシ
ティ政策を象徴するこのプロジェクトは、富山県、富山市、
鉄道・運輸機構の三者がそれぞれ異なる事業主体として施
行する複数事業間での綿密な連携により実現したもので、
鉄道・運輸機構は北陸新幹線の整備主体として協力してい
ます。完成した富山駅は地域間交通・地域内交通・都市交
通等が集まる一大結節点であり、それぞれの交通モードと
市街地が全て同一平面でアクセス可能な構造となっていま
す。
　本プロジェクトは、都市計画分野における先進事例とし
て公共事業の評価を大きく向上させるとともに、国内にお
けるモデルケースとなり土木技術の発展および土木技術の
社会的評価の向上に顕著な貢献をなしていることが評価さ
れ、受賞することとなりました。

■ 鉄道・運輸機構　　■ 戸田建設

巨礫を含む地質に適用するパイプルーフ工法の開発
－九州新幹線、諫早トンネル－

技術賞（Ⅰグループ）土木技術の発展に顕著な貢献をなし、
社会の発展に寄与したと認められる画期的な個別技術土木学会

　諫早トンネルは、九州新幹線（武雄温泉・長崎間）において、JR 諫早駅付近の市街地に位置し、国道直下を土被り 3.5 
ｍで通過する延長 230 ｍの山岳トンネルです。道路面の沈下抑制や埋設管の機能保全を目的とした対策工として、
パイプルーフ工法を採用しました。従来では隣接するパイプルーフ（鋼管）に継手部を設けるのですが、本トンネ
ルでは、軟質な地層の中に硬質な巨礫が存在するため、継手部が巨礫に支障した場合、継手部の破断等により掘進
不能となることが想定されました。そこで継手の代わりに裏込めをラップさせて接合部を構成する「裏込ラップ工
法」を考案しました。本工法の開発により、今後はさまざまな地質に対してパイプルーフ工法を適用することが可
能となり、土木工事の発展に大きく寄与するものであることが評価され、受賞することとなりました。

裏込ラップ工法概略図パイプルーフ施工状況

鉄道・運輸機構だより No.70 2021 Summer 28
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協会賞（作品部門）入選

相鉄・JR 直通線、羽沢横浜国大駅

羽沢横浜国大駅

　　　　　　　　　　■ 鉄道・運輸機構　　■ 交建設計　　■ 東京建築研究所　　■ 鉄建・NB・紅梅 JV

　「人と触れ合う、自然と触れ合う、風景と共生する駅」を
コンセプトに、光と風を取り込む膜屋根吹抜けのエントラン
スゲートから、プロムナードへゆるやかにつながる広場的な
開放空間を創出し、鉄、レンガ、ガラスを内外装に組み合わ
せることで、時代の流行に左右されない時を経て醸成する古
びないデザインとしました。また排煙口を兼ねた光シャフト
の外面をガラススクリーンとして、コンコースや地下ホーム
からも自然光が感じられる設計としました。以上の重厚さと
軽快さとの調和が評価され、受賞することとなりました。

　　　　　　　　　　
鉄道建築

協会

　高力六角ボルト（F10T）は，鋼構造物の現場接合に
用いるボルトです。通常、ボルトの締め付けにはトルク
法を適用します．一方、別の締め付け法であるナット回
転角法はトルク法よりも作業効率は高いですが，ボルト
に降伏域を超える軸力が導入されると F10T では遅れ破
壊が生じる懸念があるため適用されていません。
　本論文は、継手試験体を用いた軸力確認試験および載
荷試験等を行い、残存する軸力、すべり耐力の確保につ
いて定量評価を行うことで降伏域に至らない適切な導入
軸力が期待できるナット回転角を提案しています。
　本論文は、ナット回転角法を F10T に適用するための
道筋を作り、ボルト継手の安全性・信頼性の向上に貢献
し、ナット回転角法の適用による施工の効率化に寄与す
ることが評価され、受賞することとなりました。

　　　　　　　　■ 白旗弘実 ( 東京都市大学 )　　■ 南邦明（鉄道・運輸機構）　　　　■ 藤野大地（川田工業）
　　　　　　　　■ 宮井大輔（横河ブリッジ）　 　■ 矢野将太（川田テクノシステム）　■ 横田渉（東京都）

九州・北陸新幹線の建設において、F8Tのボルト施工では、既に本技術は
適用しており、今後、強度の高いF10Tへの適用が可能となる技術

F10T を用いた高力ボルト摩擦接合継手におけるナット回転角法の適用の検討

田中賞（論文部門） 橋梁・鋼構造工学に関する優秀な業績

ボルト接合部の詳細

技術業績賞 地盤工学、地盤防災、環境地盤等の進展に顕著な貢献をしたと認められる技術または事業

　九州新幹線（武雄温泉・長崎間）のうち、長崎県大村
市内扇状地区間に広がる地盤は、地表面付近まで多様な
岩質の亜円礫～中砂基質からなる玉石混り砂礫層です。
当該地盤は N 値とVs( せん断弾性波速度 ) の相関がない
ため基礎形式の選定が困難であり、設計上特殊な地盤と
言えます。そこで調査、設計、施工、施工後の検証の各

段階において、経済的な直接基礎の選定・設計・施工を
目的とした取り組みを行いました。その結果、工事延長約
4.6km の高架橋建設に必要な約 1,000 本の場所打ち杭
を直接基礎とし、大幅なコストと工期の縮減を実現しまし
た。ばらつきの大きな地盤条件を詳細な調査、検討により
克服した取り組みが評価され、受賞することとなりました。

■ 鉄道・運輸機構　　■ 鉄道総合技術研究所

特殊な条件の礫質地盤における直接基礎高架橋の選定と設計・施工

　　　　　　　　
　　　　　　　　

F10T を用いた高力ボルト摩擦接合継手におけるナット回転角法の適用の検討

土木学会

鉄道建築におけるデザインおよび技術の向上に貢献したと認められる
建築作品並びに論文業績

地盤工学会



第２2回　「鉄道のある風景写真コンテスト」作品募集

日本の四季折々の「鉄道のある風景」写真を
募集中です。

■表　　彰
　＊グランプリ（国土交通大臣賞）…………………………１点
　＊四季賞（春賞・夏賞・秋賞・冬賞）…………………各１点
　＊シティ・トレイン・ビュー賞……………………………１点
　＊ジュニア賞（18 歳以下対象）……………………………１点
　＊入賞…………………………………………………………数点

■主　　催：「鉄道の日」実行委員会／鉄道・運輸機構
■後　　援：国土交通省
■テ ー  マ：日本の四季折々の「鉄道のある風景」を題材とした
                  作品
■応募期間：令和3年7月1日（木）～8月31日（火）　必着
■応募資格：撮影マナーをしっかり守っていただけるアマチュア
                  の方
■応募規格：・応募作品は未発表のものに限る
　　　　　　・カラー六切り（ワイド六切り可）、またはA4サイ
                    ズでプリントアウトしたもの
　　　　　　・額装、合成写真および組み写真は不可
　　　　　　・おおむね3年以内に撮影をしたもの
　　　　　　・応募点数は1人4点まで
　　　　　　・無人航空機(ドローン等)により撮影した写真は不可
■そ の  他：一部入賞作品は、鉄道・運輸機構の広報印刷物など
                   に利用させていただきます。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、写真撮
影にあたっては、政府、地方自治体等が示している感染防
止対策にご留意いただきますようお願いいたします。

・ご応募いただく作品は、おおむね3年以内に撮影したもの
を対象としており、過去に撮影された作品でも応募できま
す。詳しくは鉄道・運輸機構ウェブサイトをご参照くださ
い。

　　　　昨年度のグランプリ作品

「花火」

野口　茂樹
（JR東日本 磐越西線 日出谷駅～鹿瀬駅）
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文部科学省
創意工夫功労者賞

ICタグの導入による軌道スラブ敷設工事の改良

　■ 九州新幹線建設局　軌道課　田島 政人

総合技術講演会
審査委員特別賞

整備新幹線におけるフラッシュバット溶接の導入

　■ 本社　設備部軌道課　宇野 裕太郎

日本鉄道
施設協会

全国「車両と機械」
研究発表会 特別賞

限られた敷地における台車抜取装置の導入検討
と開発～九州新幹線　大村車両基地～

　■ 本社　設備部機械課　篠原 晃平

日本鉄道
車両機械
技術協会

第30 回
トンネル工学研究発表会
優秀講演賞

　■ 北陸新幹線建設局　石川工事部工事第三課　篠原 丈実

土木学会

第30 回
トンネル工学研究発表会
優秀講演奨励賞

駅非開削部の大断面馬蹄形トンネルに採用した
角形エレメント推進工法の坑口止水対策

　■ 東京支社　綱島鉄道建設所　茶木 勇太

土木学会

技術賞（個人）

　■ 関東甲信工事局　工事第二課　石山 民一関東甲信工事局　

日本鉄道
施設協会

技術賞（個人）

　■ 東京支社　計画部調査第一課　杤木 一彦東京支社　

日本鉄道
施設協会

駅非開削部の大断面馬蹄形トンネルに採用した
角形エレメント推進工法の推進精度
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 「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
2
0
2
1
年
夏
季
号
を

　
　

 　
　
お
届
け
し
ま
す
。

▼
新
年
度
に
入
り
、
本
冊
子
の
編
集
を
し
て
お
り
ま
す
広
報
課
も
人

事
異
動
に
よ
り
様
変
わ
り
い
た
し
ま
し
た
。
誌
面
同
様
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
で
、
新
し
い
企
画
を
読
者
の
皆
様
に
ど
ん
ど
ん
届
け
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
機
構
だ
よ
り
は
、
機
構
の
事
業
概
要
や
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
の
紹
介
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
（
新
線
建
設
現
場
）
や

乗
船
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
連
載
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
皆
様
の
ご
感
想
や
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
誌
面
に
取
り

上
げ
る
記
事
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
宛
先
は

当
機
構
Ｈ
Ｐ
（
広
報
課
メ
ー
ル
窓
口
）
に
投
稿
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

▼
巻
頭
言
で
は
、
本
年
3
月
に
就
任
し
ま
し
た
河
内
新
理
事
長
の
ご

挨
拶
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
特
集
記
事
の
「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
そ
の
後
」
で
は
、

令
和
元
年
11
月
に
開
業
し
ま
し
た
機
構
整
備
路
線
の
新
型
車
両
の

乗
車
体
験
や
沿
線
開
発
等
に
つ
い
て
、
漫
画
家
や
す
こ
ー
ん
さ
ん
の

沿
線
ぶ
ら
り
歩
き
ル
ポ
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
「
北
陸
新
幹
線
建
設
局
渉
外
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
北
陸
新
幹
線
を
担
当
し
て
い
ま
し
た

大
阪
支
社
を
令
和
3
年
度
初
よ
り
北
陸
新
幹
線
建
設
局
と
し
て
、

新
た
に
地
域
密
着
型
の
組
織
に
変
革
さ
せ
た
経
緯
と
、
今
取
り
組

ん
で
い
る
業
務
に
つ
い
て
、
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
本
誌
発
行
（
8
月
下
旬
）
の
際
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
ら
危

ぶ
ま
れ
た
東
京
オ
リ
パ
ラ
2
0
2
0
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
併
せ
て
当
機
構
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
革
の
波

を
受
け
な
が
ら
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
ご
紹
介
し
て
い
る
機
構
改
革
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
導
か
れ
て
、
大
航
海
の

旅
に
漕
ぎ
出
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
と
な
っ
て
は
振
り

向
く
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
早
く
改
革
の
ゴ
ー
ル
に
近
づ

く
た
め
に
も
、機
構
職
員
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
識
や
姿
勢
を
持
つ
「
機
構
人
」
と
し
て
、一 

度
失
っ

た
信
頼
を
取
り
戻
す
よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
課
長
）
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列車から望む琵琶湖。ただボーッ
と乗り、癒される。湖西線は旅好
きのきっかけになった路線です。全
線高架で、湖岸がすぐ側に。比

ひ

叡
えい

おろしという強風も特徴のひとつで
すが、風除けの柵や和

わ

邇
に

駅の折り
返し設備など、しっかりと対策がな
されています。厳しい自然環境と
向き合いながら、安全で質の高い
輸送が提供されていると感じます。
春夏秋冬で趣の異なる湖西線の

ように、かつてさまざまな列車が駆
け抜けました。特に大阪発のトワ
イライトエクスプレスは、ちょうど
お昼頃に湖西線のビューポイントを
通ったのです。食堂車ダイナープレ
ヤデスでいただいたハンバーグス
テーキの味は忘れられません。
現在は緑色の113 系や 117 系

に乗って、のんびり旅するのが好
き。直流化によって敦賀方面との
行き来も便利になりました。語らず
とも静かに受け止めてくれるような
路線。帰る頃には心の中に美しい
琵琶湖の風景を土産に持たせてく
れます。

☀湖西線
京都市山科区の山科駅から、琵琶湖の西岸を
経由して滋賀県長浜市の近江塩津駅に至る、
74.1㎞のJR西日本の路線。

緑色の117系緑色の117系

緑色の11
3系

緑色の11
3系

湘南色の113系

近江舞子駅のホーム。東側
は琵琶湖に面し、西側は比
良山地が迫っている

　
　
　
　

　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す
。

編

集

後

記

My 
Favourite 

Train
文・写真

斉藤雪乃
（タレント）

私のイチ押し、すてきな列車

［湖西線の列車］

419系（左）と117系（右）419系（左）と117系（右）
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